
− 517 −

地質調査研究報告, 第 71 巻, 第 6 号, p. 517–580, 2020 

新期富士火山降下火砕物の再記載と噴出量の見積もり

山元　孝広 1，＊・中野　俊 1・石塚　吉浩 1・高田　亮 2

YAMAMOTO Takahiro, NAKANO Shun, ISHIZUKA Yoshihiro and TAKADA Akira (2020) Quantitative re-
description of the younger pyroclastic fall deposits ejected from Fuji Volcano, Japan. Bulletin of the Geological 
Survey of Japan, vol. 71 (6), p. 517–580, 54 figs, 1 table.

Abstract: The younger Fuji pyroclastic fall deposits since 1,500 cal BC have been re-described with 
new geochemical data from representative outcrops. And, we measured minimum magma volumes for 
the fall deposits using the relationship between the area enclosed within an isopach and its thickness. 
From 1,500 cal BC to 300 cal BC, sub-Plinian eruptions took place at the summit and flanks, and ejected 
the S-10, Osawa, Omuroyama, S-13, S-18 and S-22 Pyroclastic Fall Deposits whose minimum volumes 
were about 1 × 10-1 km3 DRE (dense-rock equivalent volume). From 300 cal BC to 1,100 cal AD, all 
eruptions occurred at the flank, and produced the Gotenbaguchi 1 to 7, Subashiriguchi-Umagaeshi 1 to 7, 
Yoshidaguchi 1 to 4, Futatsuzuka and S-23 Pyroclastic Fall Deposits, etc., whose minimum volumes were 
less than 2 × 10-2 km3 DRE. Our revised stratigraphy has suggested that the Subashiriguchi-Umagaeshi 
6´ Pyroclastic Fall Deposit and the Takamarubi Lava Flow are the products of the Jyohei eruption (AD 
937).
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要　旨

1,500 cal BC以降の新期富士降下火砕物の再記載を行
い，各堆積物の層厚分布から最小マグマ体積を見積もっ
た．また，代表的露頭から採取した噴出物の全岩化学組
成分析を行い，その特徴から降下火砕物の対比を行っ
ている．その露頭は，東山麓を中心にした太郎坊（御殿
場口），大日堂（東富士演習場），上高塚（東富士演習場），
須走口五合目，幻の滝下，須走口馬返，すぎな沢（須走），
大御神（新東名高速工事現場），滝沢（北富士演習場）で
ある．1,500 cal BCから300 cal BCにはS-10 ～ S-22降下
火砕物が山頂・山腹から噴出したが，このうちS-10，大
沢，大室山，S-13，S-18，S-22降下火砕物の規模が大きく，
見積もられた最小体積は岩石換算体積で各々 1×10-1 
km3 前後である．300 cal BC頃は山腹割れ目噴火が卓越し，
宝永噴火を除いて規模が小さく，鍵層として広範囲に分
布する降下火砕物は堆積していない．そのため，山元ほ
か（2011）が東山腹のものに須走口馬返降下火砕物群と定
義したように，北東山腹のものには吉田口降下火砕物群，
南東山腹のものには御殿場口降下火砕物群として，地域
毎に下位から順に数字を付け新称した． 

１．はじめに

活火山である富士火山（第1図）は，玄武岩マグマの活
動を主体とするものの，比較的爆発的な噴火が多く，膨
大な降下火砕物をこれまでに生産してきた．降下火砕物
の層序に着目した富士火山の研究は，町田（1964）によ
り着手され，その噴出物が富士黒土層（Black humic ash 
layer；第2図）を挟んで下位の古期富士降下火砕層と上位
の新期富士降下火砕層に分けられることを明らかにして
いる．また，町田（1964）は新期富士降下火砕層中の鍵層
として，東麓の砂沢ラピリ層，北麓の大室ラピリ層，西
麓の大沢ラピリ層を記載した．その後，泉ほか（1977）は，
富士山頂から東に15 km離れた静岡県小山町の富士小山
ゴルフクラブ北の砂利取り場の露頭を模式地に，新期富
士降下火砕物を下位からS-1 ～ S-25に細分し，砂沢ラピ
リがS-13，宝永降下火砕物がS-25となる層序を公表した．
さらに宮地・鈴木（1986）と上杉ほか（1987）はS-23とS-24
を細分し，宮地（1988）は富士山全体の降下火砕物層序を
明らかにしている．このようにして確立された富士火山
降下火砕物の層序は，約50年ぶりに津屋（1968）の地質
図を改訂した高田ほか（2016）でも基本的に踏襲されてい
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る．すなわち，山元ほか（2007）や高田ほか（2016）は，約1.7
万年前頃の溶岩大量流出を境に，それ以前を星

ほしやま

山期（100 
ka ～ 15,000 cal BC），それ以後を富

ふ じ の み や

士宮期（15,000 cal BC
～ 6,000 cal BC）と定義したが，これは町田（1964）の古期
富士火山第Ⅰ期と第Ⅱ期に対応している．さらに，町田

（1964）の静穏期と新期富士火山を合わせたものを須
すばしり

走期
と定義し，富士黒土層の須走-a期（6,000 cal BC ～ 3,600 
cal BC），須走-b期（3,600 cal BC ～ 1,500 cal BC），須走-c
期（1,500 cal BC ～ 300 cal BC），須走-d期（300 cal BC以降）
に細分している．降下火砕物との対応では，須走-a期に
S-1 ～ S-4，須走-b期にS-5 ～ S-9，須走-c期にS-10 ～ S-22，
須走-d期にS-23 ～ S-25が噴出した．なお，宮地（1988）は，
南東麓の降下火砕物に対してI-1 ～ I-31（印野のI），南～
西麓のものにA-1 ～ A-13（粟倉のA），北麓のものにN-1
～ N-15（鳴沢のN）の名称を用いている．しかし，各降
下火砕物の記載で説明するように宮地（1988）のI降下火

砕物群とN降下火砕物群の層序認定には明らかな問題が
あること，著者らの野外調査では両降下火砕物群の一部
の存在が確認できないことから，これらの名称を本報告
では用いない．A降下火砕物群については，A-1 ～ A-2
が富士宮期［A-2は町田（1964），山元（2014a）の村山スコ
リア］，A-5 ～ A-8が須走-b期［高田・小林（2007）のSb-F1
～ F3と白塚スコリア丘］，A-9 ～ A-13（A9は大沢降下火
砕物）が須走-c期に噴出している．

降下火砕物の層序を構築するためには良好な露頭の存
在が不可欠であるが，近年は泉ほか（1977）の観察した小
山町の模式露頭も完全に樹木に覆われ，これを観察する
ことは出来ない．御殿場口にある降下火砕物の代表的な
太郎坊の露頭（Loc. 71；第1図）も年々土砂による埋没が
進み，野外調査の条件は悪くなっている．その一方，東
山麓では2017年から始まった新東名高速道路建設に伴
い好露頭が出現しているが（第2図），これも将来は観察

第1図  露頭位置図．第3 ～ 12・14図の露頭位置を示す．それ以外の露頭位置は資料集no. 702（山元ほか，2020b）の表1を参照
のこと．陰影図は，地理院地図からの出力．

Fig. 1　Index map for the outcrop localities in Figs. 3 to 12 and 14. See Table 1 in the GSJ Open-file Report no.702 (Yamamoto et al., 2020b) 
for other localities. Shaded topographic image was outputted from GSI Maps by the Geospatial Information Authority of Japan.

第 1 図 4 
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が不可能となろう．このようなことから，本報告では露
頭情報を後世に残す目的で，模式地全てを設定し直して
S-10以降の降下火砕物の再記載を行う．S-10で区切る
理由は，この火砕噴火から山頂で規模の大きな爆発的噴
火が始まったからである．一方，S-9以前の須走-b期は
現火山錐形成期であり（高田ほか，2016），降下火砕物の
給源近傍相は山体内に埋もれているため，山麓の降下火
砕物と山体構成物の対比が困難である．また，細分化さ
れたS-24降下火砕物群については，山元ほか（2011）が新
称したように，須走口馬返，吉田口，御殿場口と地域毎
に固有の地層名を定義することにする．実際，上杉ほか

（1987），Kobayashi et al. （2007）や田島ほか（2007）が命名
したS-24降下火砕物群は，場所毎に異なる堆積物が同じ
番号で呼ばれており，層序が混乱している（第1表）．こ
の時期には山腹での割れ目噴火が繰り返され，降下火砕
物の分布が局在化しており，広い範囲に追跡できる鍵層
がないことが，混乱の原因となっていよう．なお，本報
告では，年代値として特に断らない限り，放射性炭素

（14C）年代測定による較正暦年代（cal BC，cal AD）を使用
し，暦年較正には， IntCal13（Reimer et al., 2013）を用いて
いる［年代測定結果の一覧は，高田ほか（2016）の付表2に
示している］．また，未較正の 14C年代を示す場合は，単

位としてyBPを付している．さらに， 14C年代値が直接得
られていない降下火砕物に対しては，上下層の年代値を
等分割りして層序学的に決めている．

２．降下火砕物の体積と全岩化学組成

2. 1　等層厚線と体積計測法
今回記載した各降下火砕物のマグマ噴出量について

は，層厚分布からLegros（2000）の手法を使って見積りを
行う．この手法は一つの等層厚線の面積から全体積の最
小値を与えるもので，指数関数的に減少する降下火砕
物全体の等層厚分布が把握できていない場合にも用い
ることが可能である．複数の等層厚線が作成できた場合
は，各最小値から最も大きな値を採用している．また，
真の体積は最小値の数倍以内であることが多い（Legros，
2000）．なお，この手法を宝永降下火砕物に適応すると
Miyaji et al.（2011）の面積積分法によるマグマ体積7×
10-1 km3DREに対して，16 cm等層厚線の最小体積は4×
10-1 km3DREとなる（DRE＝岩石換算体積；堆積物の平均
密度は1,000 kg/m3；以下，本報告では岩石換算時にこの
値を用いる）．なお，この最小体積は，あくまで降下火
砕物マグマ量の目安であるので，その有効数字は1桁と

第2図  新東名高速道路工事現場に露出する富士黒土層と新期富士降下火砕物．御殿場（2.9 ka）・大御神（1.1 ka）岩屑
なだれ堆積物が，間に挟まれている．静岡県小山町大御神．人物はスケール．

Fig. 2　Outcrop photograph of the younger Fuji pyroclastic falls deposits overlying black humic ash layers at the construction 
site of the Shin-Tomei Highway (Omika, Oyama Town). The Gotenba (2.9 ka) and Omika (1.1 ka) Debris Avalanche 
Deposits (DAD) are interbeded within them. Scale is a person.

第 2 図 7 
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見なして本報告では表記する．計測の元となる等層厚線
は，露頭で測られた層厚値を初生的な堆積厚よりも少な
い最小値を示すものとして扱い，なるべく凹凸の少ない
閉じた曲線となるように作図した．なぜなら，地表に定
置した降下火砕物は地層として固定されるまでに当然な
がら降雨等による侵食作用を繰り返し受けるものであり，
よほど好条件の場所以外は初生的な体積厚のまま残るこ
とは無いからである．また，一部の等層厚線の作図では，
宮地（1988）とMiyaji et al. （1992）を参考にし，不足する
層厚値情報を補っている．さらに，噴火地点が特定出来
た降下火砕物に対しては等層厚線を閉塞させ面積を計測
したが，特定出来ないものは，分布が確実な範囲で等層
厚線を断ち切り面積を計測した（その範囲は，破線の補
助線で示している）．従って，このような降下火砕物に
対して見積もられた体積は，Legros （2000）の最小値より
も更に小さくなる．降下火砕物の層厚とスコリアの平均
最大径を記載した露頭の一覧は，地質調査総合センター
研究資料集no. 702（山元ほか，2020b；以下，「資料集no. 
702」と省略）の表1に示した．平均最大径は，上位3 ～ 5
個のスコリアの長径の平均値である．また，各降下火砕
物の等層厚線面積と最小体積計測結果は資料集no. 702の
表2に示した．

2. 2　全岩化学組成測定手法
本報告では，代表的露頭の降下火砕堆積物から採取し

たスコリアの全岩化学組成の特徴から山麓の火砕物（山
元，2014b）と山頂部の火砕物（山元ほか，2016）を対比
する．スコリアは超音波洗浄した試料を粗砕きし，比
較的新鮮な内部破片を手選別して10 gを分析対象とし
た．粗粒なものはなるべくスコリア1粒子を対象とした
が，粒径が小さく十分な量が集まらないものは複数粒子

第1表　本研究と従来のS-24降下火砕物群の対比

Table 1　Correlation between the previous S-24 Pyroclastic Fall Deposits and this study.

からの破片を寄せ集めている．また，スコリアによって
は，内部まで赤褐色に変色しているものもある．その
ような試料の灼熱減量は2 wt%を超え，若干の変質の影
響があり得るが，そのまま分析結果を対比に用いた．山
麓のスコリアを対象としたICP発光分光・質量分析結果
一覧は，資料集no. 702の表3に示した．分析は，カナダ
のActivation Laboratories社に依頼した．また，主に山頂
部の火砕物・溶岩を対象とした蛍光X線分析結果一覧は，
資料集no. 702の表4に示した．分析には，産総研地質
調査総合センターのPhilips社製PW1404を用いた．なお，
本文中での全岩化学組成は，灼熱減量分を除いた主要元
素の酸化物組成（全鉄はFe2O3）の合計を100 %で規格化し
ている．含有量の分散が特に大きい元素はK2O，Y，Zr
などの液相濃集元素で，同じSiO2 量において2倍以上の
開きがある（K2O＝0.39 ～ 0.84 wt%；Y＝15 ～ 33 ppm；
Zr＝41 ～ 118 ppm）．降下火砕物の対比では，これらの
元素含有量が大きな指標となったので，第3 ～ 11図の柱
状図に値を示している．

３．降下火砕物の代表的露頭

スコリアの化学組成分析を行った富士火山降下火砕物
の代表的露頭（第1図）は以下の通りである．これらは主
に東山麓に位置しており，なるべく多くの降下火砕物が
確認でき，層序関係の明確な露頭を選んでいる．

3. 1　太郎坊
静岡県御殿場市御殿場口新五合目の第一駐車場の南側

にある沢沿いの自然露頭である（Loc. 71；北緯35.33455°，
東経138.79496°；第1図）．この露頭は，Miyaji et al. （1992） 
のTarou-bou（Stop 2-5），宮地（1996）の「太郎坊」，上杉

（2003）の「太郎坊」や山元ほか（2011）のLoc. 2，金子ほか

第 1 表 1 
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第3図  太郎坊（Loc. 71）の露頭柱状図．Iz-KTはAD 838に噴出した神津島天上山テフラ．FJM303・FJM307の 14C年代値は，山
元ほか（2005）による．また，FJ-GSJ-C2の 14C年代値は，山元ほか（2011）による．層序の詳細は，山元（2014b）の地点
011130-1を参照のこと．山元ほか（2011）を改変． 

Fig. 3　Stratigraphic columns for the Tarobo outcrop (Loc. 71). Iz-KT is the Kozushima-Tenjyosan Tephra erupting at AD 838. The 14C ages 
for FJM303 and FJM307 are from Yamamoto et al. (2005), and the 14C age for FJ-GSJ-C2 is from Yamamoto et al. (2011). See Loc. 
011130-1 in Yamamoto (2014b) for stratigraphic details. Modified from Yamamoto et al. (2011).

第 3 図 10 
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第 3 図（続き）  13 

 14 
  15 第3図  続き． 

Fig. 3　Continued.
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第3図  続き． 

Fig. 3　Continued.
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第3図  続き． 

Fig. 3　Continued.
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（2014）の「太郎坊」として度々記載されてきた．富士宮期
太郎坊溶岩流（高田ほか，2016）から宝永降下火砕物まで
厚さ約17 mの連続露出があり，以下の代表的な新期富士
降下火砕物が観察できた（第3図）．すなわち，下位から
S-1，S-2，S-5，S-5-2，S-5-3，S-6，S-8，S-10，S-11，S-12，
S-13，S-16，S-17，S-17´，白

はくさんだけにし

山岳西（Hdn），S-18，荒
あらまき

巻
（Arm），S-22，御殿場口1 ～ 7（GG-1 ～ -7），二ッ塚（Ftz），
須走口馬返1（SU-1），赤塚（Akt），西二ッ塚（Nft），宝永
降下火砕物である．このうち，御殿場口1 ～ 7降下火砕
物は，本露頭を模式地に本報告で新たに定義するもので
ある．また，S-5・S-6降下火砕物間の2枚の降下火砕物
は，Miyaji et al. （1992）の柱状図に記載されているもの
の，未命名であるので本報告でS-5-2・S-5-3降下火砕物
とした．さらに，S-13とS-16の間には御殿場岩屑なだれ
堆積物（高田ほか，2016）があり，S-6とS-7の間，S-7と
S-10の間には炭化木片を含む二枚の須走-b期の火砕サー
ジ堆積物（TRB23，TRB25）が挟まれている．外来テフラ
としては，S-11直下の土壌にカワゴ平軽石（嶋田，2000）
が存在する．このほか，Kobayashi et al. （2007）は，西二ッ
塚・宝永降下火砕物間の土壌から神津島天上山テフラ

（Iz-KT；杉原ほか，2001）を検出している．露頭の記載は，
2001年11月に実施した．しかし，露頭のある沢は融雪
時に度々発生する洪水や土石流（いわゆる雪代）堆積物に
より埋め立てられつつあり，2019年10月時点で露頭面
の大半は埋没している．

3. 2　大日堂
静岡県御殿場市，東富士演習場内の大日堂の東に位置

する連絡道沿いの露頭である（Loc. 124；北緯35.34815°，
東経138.83063°；第1図）．Kobayashi et al. （2007）の「大
日堂東」，山元ほか（2011）のLoc. 12として記載されてい
る．ここでは，御殿場岩屑なだれ堆積物を覆う以下の新
期富士降下火砕物が観察できた（第4図）．すなわち，下
位からS-15，S-16，S-17，S-17´，白山岳西（Hdn），S-18，
S-19，荒巻（Arm），S-21，S-22，二ッ塚（Ftz），S-23，須
走口馬返1（SU-1），須走口馬返3（SU-3），須走口馬返
6（SU-6），須走口馬返7（SU-7），宝永降下火砕物である．
Kobayashi et al. （2007）と山元ほか（2011）の降下火砕物
の対比は，第1表に示している．山元ほか（2011）は，こ
の露頭でKobayashi et al. (2007) がS-24-5とした降下火砕
物から2,200±40 yBP（FJM425）の 14C年代値を得ており，
層序関係からも，これがS-22降下火砕物であることは確
実である．このほか，Kobayashi et al. （2007）は，須走口
馬返3・6降下火砕物間の土壌から神津島天上山テフラ

（Iz-KT）を検出している．露頭の記載は，2003年11月に
実施した．2019年10月時点で露頭の状況は不明である．

3. 3　上高塚
静岡県御殿場市，東富士演習場内の上高塚の西に位置

する沢沿いの自然露頭である（Loc. 120；北緯35.34232°， 
東経138.85387°；第1図）．ここでは，御殿場岩屑なだ
れ堆積物を覆う以下の新期富士降下火砕物が観察できた

（第5図）．すなわち，下位からS-15，S-16，S-17，S-17´，S-18，
S-19，S-21，S-22である．この露頭を報告した文献はない．
露頭の記載は，2003年11月に実施した．2019年10月時
点で露頭の状況は不明である．

3. 4　須走口五合目
静岡県小山町須走口五合目の駐車場西に位置するブ

ル道沿いの露頭である（Loc. 101；北緯35.36602°，東経
138.77577°；第1図）．Kobayashi et al.（2007）の「須走五
合目」，山元ほか（2011）のLoc. 7として記載されている．
ここでは，須走-d期の海苔川溶岩流（高田ほか，2016）
を覆う以下の新期富士降下火砕物が観察できた（第6図）．
すなわち，下位から須走口馬返4（SU-4），須走口馬返
5（SU-5），須走口馬返6（SU-6），須走口馬返6（́SU-6´），
須走口馬返7（SU-7），宝永降下火砕物である．山元ほ
か（2011）では須走口馬返6降下火砕物としていたものを，
本報告では化学組成の違いから須走口馬返6・須走口馬
返6´降下火砕物に二分している（詳細は後述）．Kobayashi 
et al. （2007）と山元ほか（2011）の降下火砕物の対比は，
第 1表に示している．既に述べたように，本報告では
Kobayashi et al. （2007）の細分化されたS-24降下火砕物群
の区分を用いない．露頭の記載は，2002年8月に実施し
た．2019年10月時点で露頭は，観察可能であった．

3. 5　幻の滝下
静岡県小山町の幻の滝の下流に位置する沢沿いの自然

露頭である（Loc. 123；北緯35.35724°，東経138.78209°；
第1図）．ここでは，須走-b期溶岩流（高田ほか，2016）を
覆う以下の新期富士降下火砕物と海苔川溶岩流（山元ほ
か，2011；高田ほか，2016）が観察できた（第7図）．す
なわち，下位からS-17´，白山岳西（Hdn），須走口馬返3

（SU-3），須走口馬返6（SU-6），宝永降下火砕物である．
海苔川溶岩流は，白山岳西・須走口馬返3降下火砕物間
に位置している．この露頭を報告した文献はない．露頭
の記載は，2003年10月に実施した．2019年10月時点で
露頭は，観察可能であった．

3. 6　須走口馬返
静岡県小山町須走口旧馬返の南東に位置する海苔川

沿いの自然露頭である（Loc. 127；北緯35.36218°，東経
138.81326°；第1図）．山元ほか（2011）のLoc. 11で，須走
口馬返1～7降下火砕物（SU-1～ -7）の模式露頭とした（第
8図）．須走口馬返5・6降下火砕物間の土壌に，神津島
天上山テフラの降下層準がある（山元ほか，2011）．沢底
には，星山期の溶岩流（090913-2；山元ほか，2011）が露
出し，富士宮期及び須走-a・-b期の噴出物が欠落している．
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第4図  大日堂（Loc. 124）の露頭柱状図．Iz-KTはAD 838に噴出した神津島天上山テフラ．FJM425の 14C年代値は，山元ほか（2005）
による．層序の詳細は，山元（2014b）の地点031101-1を参照のこと．

Fig. 4　Stratigraphic columns for the Dainichido outcrop (Loc. 124). Iz-KT is the Kozushima-Tenjyosan Tephra erupting at AD 838. The 14C 
age for FJM425 is from Yamamoto et al. (2005). See Loc. 031101-1 in Yamamoto (2014b) for stratigraphic details.
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第4図  続き． 

Fig. 4　Continued.

須走口馬返降下火砕物群の下位には，高密度洪水流堆積
物を挟んでS-21・S-22降下火砕物が露出する．露頭の記
載は，2009年9月に実施した．2019年10月時点で露頭は，
観察可能であった．

3. 7　すぎな沢
静岡県小山町須走のすぎな沢沿いの人工露頭である

（Loc. 115； 北 緯35.37375 °， 東 経138.86666 °； 第1図 ）．
宮地（1988）のLoc. 573，上杉ほか（1996）の「すぎな沢」，
山元ほか（2005）のLoc. 50として記載されている．ここで

は，富士黒土層を覆うS-1 ～ S-23の新期富士降下火砕物
群のほとんどが観察できる．本報告では，S-10，S-14，S-16，
S-17，S-17´，S-18，S-19，S-20，S-21，S-22，S-23降下
火砕物のスコリアを採取し，全岩化学組成分析を行った

（第9図）．S-13・S-14降下火砕物間には，砂質土壌中に
粒径の不揃いなスコリア亜角礫の火山礫（SB09）が多く
含まれる層準があり，土壌層と混合した降下火砕物の可
能性がある．ただし，東山腹では御殿場岩屑なだれの流
下によりS-14降下火砕物を含む上下の堆積物が広範囲に
わたり削剥され，現時点でSB09に対比されうる堆積物
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 29 

  30 第5図  上高塚（Loc. 120）の露頭柱状図．

Fig. 5　Stratigraphic columns for the Kamitakatsuka outcrop (Loc. 120).

の存在を周辺で確認することが出来ていないので，これ
がどのような火砕物かは判断できていない．また，宮地

（1988）はこの露頭で厚さ数10 cmのS-15降下火砕物を記
載しているが，全岩化学組成がS-15と一致するものを
S-14・S-16降下火砕物間に確認することが出来なかった

（詳細は後述）．柱状図から判断すると，宮地（1988）がこ
の露頭で記載したS-14・S-15は，本報告のSB09・S-14に
相当しよう．なお，この露頭の降下火砕物群は斜面上に
堆積しており，各火砕物の層厚は周辺よりも薄い傾向が
ある．上杉ほか（1996）は，本露頭内で多くの不整合面を
報告しているほか，山元ほか（2020）は再堆積した火砕物

の存在を記載している．露頭の記載は，2003年2月に実
施した．2019年10月時点で露頭の状況は不明である．

3. 8　大御神
静岡県小山町大

お お み か

御神の新東名高速道の工事現場露頭で
ある（Loc. 210；北緯35.36020°東経138.93307°；第1図）．
大御神周辺の工事現場全体では，富士宮期の馬

うまふせがわ

伏川岩屑
なだれ堆積物（高田ほか，2016）とこれを覆う古期富士
降下火砕物群，富士黒土層，新期富士降下火砕物群が
連続的に観察できた．また，S-22降下火砕物と宝永降
下火砕物の間には，大御神岩屑なだれ堆積物（山元ほか，
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第6図  須走口五合目（Loc. 101）の露頭柱状図．FJM416の 14C年代値は，山元ほか（2005）による．層序の詳細は，山元（2014b）の
地点020804-1を参照のこと．

Fig. 6　Stratigraphic columns for the Subashiriguchi 5th Station outcrop (Loc. 101). The 14C age for FJM416 is from Yamamoto et al. (2005). 
See Loc. 020804-1 in Yamamoto (2014b) for stratigraphic details.
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第7図  幻の滝下（Loc. 123）の露頭柱状図．

Fig. 7　Stratigraphic columns for the Maboroshinotaki-shita outcrop (Loc. 123).
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第8図  須走口馬返（Loc. 127）の露頭柱状図．Iz-KTはAD 838に噴出した神津島天上山テフラ．FJM426の 14C年代値は，
山元ほか（2011）による．層序の詳細は，山元（2014b）の地点090913-2を参照のこと．山元ほか（2011）を改変．

Fig. 8　Stratigraphic columns for the Subashiriguchi-Umagaeshi outcrop (Loc. 127). Iz-KT is the Kozushima-Tenjyosan Tephra 
erupting at AD 838. The 14C age for FJM426 is from Yamamoto et al. (2011). See Loc. 090913-2 in Yamamoto (2014b) 
for stratigraphic details. Modified from Yamamoto et al. (2011).
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第9図  すぎな沢（Loc. 115）の露頭柱状図．FJM420の 14C年代値は，山元ほか（2005）による．層
序の詳細は，山元（2014b）の地点030227-2を参照のこと．

Fig. 9　Stratigraphic columns for the Suginasawa outcrop (Loc. 115). The 14C age for FJM420 is from 
Yamamoto et al. (2005). See Loc. 030227-2 in Yamamoto (2014b) for stratigraphic details.
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2020a）が挟まれる（第2図）．この露頭では，御殿場岩屑
なだれ堆積物の下位にあるS-11，S-12，S-14降下火砕物
のスコリアを採取し，全岩化学組成分析を行った（第10
図）．S-14降下火砕物は，上位の御殿場岩屑なだれ堆積
物による削剥を受けているため，工事現場でも局所的に
しか残っていない．露頭の記載は，2018年11月に実施
した．2019年10月時点で露頭は観察できたが，工事が
終了すれば露頭も失われる．

3. 9　滝沢
山梨県富士吉田市，北富士演習場内の滝

たきざわ

沢沿い連絡道，
標高1,360m地点の露頭である［Loc. 175；北緯35.41081°， 
東経138.78834°；第1図；高田ほか（2016）の口絵6c］．田
島ほか（2007）のNo.9の近傍にあり，ほぼ同じ堆積物が
露出する．露頭では滝沢A及びB火砕流堆積物（田島ほ
か，2007；2013）を挟む以下の新期富士降下火砕物群が
観察できた（第11図）．すなわち，下位から大室山（Om），
大
おおひらやま

平山桟
さ じ き や ま

敷山（Ohsj），S-16，滝沢2（Tak2），S-18，S-19， 
S-20，S-22，S-23，吉田口1 ～ 4（YG-1 ～ -4）降下火砕物 
である．このうち，滝沢2降下火砕物は，滝沢林道脇の
標高1,800 m付近にある小滝橋西火砕丘から噴出したも
ので，これに伴う滝沢2溶岩流は滝沢沿いに標高1,140m
付近まで流下している（高田ほか，2016）．吉田口1 ～ 4
降下火砕物は本露頭を模式地に本報告で新たに定義する
もので，田島ほか（2007）と本報告の降下火砕物の対比は，
第1表に示している．既に述べたように，本報告では田
島ほか（2007）の細分化されたS-24降下火砕物群の区分を
用いないため，地層名を定義し直した．また，スコリア
の全岩化学組成から田島ほか（2007）のS-18・S-24-1降下
火砕物は，本報告のS-22・S-23降下火砕物に対比される

（詳細は後述）．露頭の記載は，2005年11月に実施した．
2019年10月時点で露頭の状況は不明である．

４．須走 -c 期の降下火砕物

S-10降下火砕物の噴出した 1,500 cal BC頃からS-22降
下火砕物の噴出した300 cal BC頃までが，須走-c期であ
る（高田ほか，2016）．この時期には，山頂及び山腹での
爆発的噴火が卓越し，山麓部に比較的規模の大きな火
砕物が堆積した．現火山錐の山頂部分は，須走-b期末に
はほぼ形成されており，須走-c期の降下火砕物は山頂に
累重するアグルチネート群に対応する（第12図；山元ほ
か，2016）．すなわち釈

し ゃ か の わ り い し

迦ノ割石（Syk），銀
ぎんめいすい

明水（Gnm），
三
み し ま だ け

島岳（Msd），剣
け ん が み ね

ヶ峰（Kng）アグルチネートは，それぞ
れ大沢，S-17´，S-18，S-22降下火砕物に対応し，山頂
火口でのサブプリニー式噴火で形成された．また，白山
岳西（Hkd），荒巻（Arm）噴出物は山頂火口でのストロン
ボリ式噴火の産物で，火山弾に富んでいる．これらの本
質降下火砕物の間には，変質した粗粒類質岩片に富む水
蒸気噴火の堆積物が挟まれるが（山元ほか，2016），山頂

部以外では確認できない．現山頂火口は大
だいないいん

内院と呼ばれ，
直径約300 mのピットが形成されている．これとは別に
大沢崩れの源頭部（Loc. 96）には，須走-b期噴出物にア
バットする未区分須走-c期噴出物（Sc-ud）が露出しており

（第12図），須走-c期前半に形成された旧山頂火口を埋め
たものとみられる．一方，宝永火口（Loc. 117）に露出す
る未区分須走-c期噴出物（Sc-ud）は，供給岩脈を伴ってお
り，山腹噴火の産物である．この期の山腹噴火では，こ
の他に浅黄塚や腰切塚火砕丘等も形成されている（高田・
小林，2007；高田ほか，2016）．ただし，特定の火砕丘
を構成する降下火砕物については，火山地質図の記載と
重複するので，本報告では取り上げていない．須走-ｃ
期噴出物全体の層序は，高田ほか（2016）の図9にまとめ
られている．

4. 1　S-10降下火砕物
地層名　泉ほか（1977）や宮地（1988）のS-10による．湯舟
第1スコリアの下半分に相当する（泉ほか，1977；宮地，
1988）．
模式地　静岡県御殿場市太郎坊（Loc. 71；第3図）．
層序関係 模式地で，御殿場岩屑なだれ堆積物の下位約1.4 
mの位置にある．また，本火砕物直上の風成層中にカワ
ゴ平軽石が存在する（第3図）．
分布と層厚　富士山の東側に分布し，静岡県裾野市の大
野原から，神奈川県箱根町の大涌谷周辺を経て，山梨県
の山中湖周辺にまで分布する（第13図）．最も山頂に近
い模式地での層厚は87 cm，遠方の大涌谷（Loc. 213）での
層厚は8 cmである．降下火砕物の分布主軸は山頂からほ
ぼ東に向く．
岩相　模式地では，黒色で発泡の悪いスコリア角礫の火
山礫からなる．淘汰が良く，基質に火山灰を欠いている．
スコリアの平均最大径は3.6 cmである．また，扁平な牛
糞状火山弾（最大径8.5 cm）をまばらに含むほか，黄色・
赤色変質岩片もまばらに含まれている．発泡の悪い黒色
のスコリアからなることは，遠方の地点でもこの火砕物
の特徴となっており，野外での認定は容易である．スコ
リアには径2 mm前後の斜長石と，径1 mm前後のかんら
ん石斑晶が含まれる．
年代　南東山麓のS-10降下火砕物直下の土壌（FJM324；
Loc. 82）から，3,090±40 yBPの 14C年代が報告されてい
る（山元ほか，2005）．この値はカワゴ平軽石の直上に
ある大沢降下火砕物（後述）中の炭化木片（FJM103）の 14C
年代，3,110±50 yBP（山元ほか，2005）と誤差の範囲で
重なり，嶋田（2000）のカワゴ平軽石の噴出年代3.1 kaと
も重複する． FJM103の暦年代は，1,400 cal BC頃である．
後述するS-10降下火砕物に対比される西山腹のSYP1火
砕流中の炭化木片（FJM325；Loc. 78）の 14C年代が3,240
±40 yBP（第14図；Yamamoto et al., 2005）であることも
考慮すると，FJM324の土壌年代は若めに出ており，そ
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第10図　大御神（Loc. 210）の露頭柱状図．

Fig. 10　Stratigraphic columns for the Omika outcrop (Loc. 210).
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第 11 図 46 

 47 
  48 

第11図  滝沢（Loc. 175）の露頭柱状図．

Fig. 11   Stratigraphic columns for the Takizawa outcrop (Loc. 175).
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第 11 図（続き） 49 

 50 
  51 第11図  続き． 

Fig. 11   Continued.
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第 12 図 52 

 53 

  54 第12図   山頂部の露頭柱状図．Arm = 荒巻降下火砕；Gnm = 銀明水アグルチネート；Hdn = 白山岳西降下火砕物；Hsr = 走り六
合溶岩流；Kng = 剣ヶ峰アグルチネート；Msd = 三島岳アグルチネート；Osb = 大砂走り溶岩流；Sc-ud = 未区分須走-c
期噴出物；SU-1 = 須走口馬返1降下火砕物；Syk = 釈迦の割石アグルチネート．層序の詳細は，山元ほか（2016）を参
照のこと．数字は試料番号．

Fig. 12    Stratigraphic columns for the outcrops at the summit region. Arm = Aramaki Pyroclastic Fall Deposit; Gnm = Ginmeisui 
Agglutinate; Hdn = Hakusandakenishi Pyroclastic Fall Deposit; Hsr = Hashirirokugo Lava Flow; Kng = Kengamine Agglutinate; 
Msd = Mishimadake Agglutinate; Osb = Osunabashiri Lava Flow; Sc-ud = Undivided Subashiri-c Stage Products; SU-1 = 
Subashiriguchi-Umagaeshi 1 Pyroclastic Fall Deposit; Syk = Shakanowariishi Agglutinate. See Yamamoto et al. (2016) for 
stratigraphic details of the outcrops. Numerals are Sample #.
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の噴出年代はFJM325の示す1,500 cal BC頃と判断できる．
化学組成と対比　本火砕物スコリア（TRB22，SB12）の
SiO2 量は52.7 ～ 53.4 wt%，MgO量は4.3 wt%，K2O量は
0.63 ～ 0.65 wt%と玄武岩質安山岩組成を示し（資料集no. 
702の表3），金子ほか（2014）が示した太郎坊（Loc. 71）
のS-10降下火砕物の組成と良く一致する．また，西山
腹の大沢沿いでは（Loc. 78；第14図），カワゴ平軽石の
直下に須走-ｃ期火砕流の基底のSYP1火砕流があり，そ
の 本 質 岩 片（Y011205-2）のSiO2 量 は52.9 wt%，MgO量
は4.2 wt%，K2O量は0.64 wt%と（資料集no. 702の表4），
TRB22・SB12と良く合う（第15図）．従って，両者は対
比されよう．
噴火地点　S-10降下火砕物に対比される噴出物は山頂部
で確認できていない．しかし，西山腹にSYP1火砕流を
同時に発生させるためには，噴火口は山頂である必要が
あろう．
体積　16，32 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最
小体積は約3×10-1 km3（岩石換算最小体積は約1×10-1 

km3 DRE，最小質量は約3×1011 kg）である.

4. 2　大沢降下火砕物（Os）
地層名　町田（1964）の大沢ラピリ層，宮地（1988）の大沢

スコリア（Os，A-9）による．
模式地　静岡県富士宮市の大沢右岸標高1,350 m付近

（Loc. 78；第14図）．
層序関係　模式地周辺でカワゴ平軽石を含む風成層を覆
い，須走-ｃ期火砕流のSYP2火砕流に覆われる（Fig. 14；
Yamamoto et al., 2005）．
分布と層厚　富士山の南西から西側に分布する（第16
図）．模式地での層厚は103 cmで，大沢の南の大沢林道
沿いでは，層厚140 cmを超える．降下火砕物の分布主軸
は山頂から南西に向く．
岩相　模式地周辺の本降下火砕物は，発泡の悪い黒色～
発泡した赤褐色のスコリア角礫～亜角礫の火山礫から
なる．堆積物は色調の異なる成層構造を持ち，7 ～ 9ユ
ニットに細分できる．すなわち本堆積物は黒色発泡不良
スコリアに暗灰色の石質玄武岩岩片を含む層と，褐色～
赤褐色の発泡したスコリアに黒色発泡不良スコリアと黄
色の変質岩片の混じった層の互層から構成される．堆積
物の淘汰が良く，模式地でのスコリアの平均最大粒径は
3.8 cmである．特に最上部ユニットが粗粒で，発泡した
赤褐色スコリアに混じって扁平な牛糞状火山弾がまばら
に含まれている．一方，南東山麓の富士宮市芝川沿いで
は最大粒径5 ～ 8 mmの火山礫からなる．岩質は斑晶量

第 13 図 55 

 56 
  57 第13図  S-10降下火砕物とSYP1火砕流堆積物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線． 

 背景地図は，地理院地図からの出力．第16図以下も同様．

Fig. 13    Distribution of the S-10 Pyroclastic Fall Deposit and the SYP1 Pyroclastic Flow Deposit. Numerals are measured 
thickness of the deposit in centimeters. Curved lines are isopachs. The background map was outputted from GSI 
Maps by the Geospatial Information Authority of Japan. The same applied to Fig. 16 and following figures.
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の乏しい斜方輝石単斜輝石かんらん石玄武岩である．
年代　前述のように大沢降下火砕物中の炭化木片

（FJM103；Loc. 6）の 14C年 代 は3,110±50 yBP（ 山 元 ほ
か，2005）で あ る． ま た， こ れ を 覆 うSYP2火 砕 流 の
炭 化 木 片 か ら は3,040±50 yBP（FJM419）と3,030±40 
yBP（FJM322）の 14C年 代 が 報 告 さ れ て お り（ 第14図；
Yamamoto et al., 2005），層序と矛盾しない．従って本降
下火砕物の噴出年代はFJM103の示す1,400 cal BC頃と判
断できる（山元ほか，2005；高田ほか，2016）．
化学組成と対比　大沢降下火砕堆積物は，層序と岩相か
ら山頂部の釈迦ノ割石アグルチネート（第12図）に対比
される（高田ほか，2016）．このアグルチネートは須走-b
期の溶岩と後述するS-17降下火砕物相当層の間にあり，
玄武岩石質岩塊に富む層を特徴的に複数挟み，本質物が
単斜輝石斜方輝石含有かんらん石玄武岩と岩質が共通し

ている．釈迦ノ割石アグルチネート（010826-6，010826-7，
010826-9，020729-1）のSiO2 量 は50.4 ～ 51.2 wt%，MgO
量は5.6 wt%，K2O量は0.62 ～ 0.76 wt%である（資料集no. 
702の表4）．
噴火地点　山頂火口からの噴出物である．噴出物に石質
岩片を大量に含むことから，大型の火口が形成されたも
のとみられる．現在の大内院火口の西側には釈迦ノ割石
アグルチネートよりも上位の未区分須走-c期噴出物が詰
まった火口が伏在しており，その西縁が大沢崩れ源頭部
の急傾斜の不整合面として確認できる（高田ほか，2016；
口絵4）．大沢降下火砕物の噴出は，この火口の形成と関
係している可能性が大きい．
体積　32，64 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最
小体積は約2×10-1 km3（岩石換算最小体積は約8×10-2 

km3 DRE，最小質量は約2×1011 kg）である.

第 14 図 58 

 59 
  60 第14図　西山腹に分布するSYP1 ～ 4火砕流堆積物と降下火砕物の露頭柱状図．Yamamoto et al. （2005）を改変．

Fig. 14　   Stratigraphic columns for the outcrops including the SYP1 to SYP4 Pyroclastic Flow Deposits at the western 
flank. Modified from Yamamoto et al. (2005).
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4. 3　S-11降下火砕物
地層名　泉ほか（1977）や宮地（1988）のS-11による．湯舟
第1スコリアの上半分に相当する（泉ほか，1977；宮地，
1988）．
模式地　静岡県御殿場市太郎坊（Loc. 71；第3図）．
層序関係 模式地で，御殿場岩屑なだれ堆積物の下位約
85 cm，砂質の風成層を挟んでS-10降下火砕物の上位30 
cmの位置にある（第3図）．また，本火砕物直下の風成層
中にカワゴ平軽石が存在する．
分布と層厚　富士山の東側に分布するが，模式地以外で
はすぎな沢（Loc. 115），大御神（Loc. 210）や箱根大涌谷

（Loc. 213）など観察できる地点は少ない（第17図）．層厚
はすぎな沢で最も厚く，28 cmである．降下火砕物の分
布主軸は山頂から東に向く．
岩相　模式地では層厚23 cmで，黒色で発泡の良いスコ
リア角礫の火山礫からなる．淘汰が良く，基質に火山灰
を欠いている．スコリアの平均最大径は3.3 cm．上部3 
cm程度は，細礫サイズのスコリア火山礫からなる．スコ
リアは径2 mm前後の斜長石と径1 mm以下のかんらん石
斑晶を含む．一方，すぎな沢では径数mmのスコリアか
らなる基質に径3 cmのスコリアが混じった岩相で，場所
により粒度組成が若干異なる．
年代　本降下火砕物からは，年代値が報告されていない．
カワゴ平軽石の直上にあることから，大沢降下火砕物と
ほぼ同じ1,400 cal BC頃と推定できる． 
化学組成と対比　本火砕物スコリア（TRB20，SB11） 
のSiO2量は50.0 ～ 50.7 wt%，MgO量は4.6 ～ 5.2 wt%，K2O
量は0.39 ～ 0.44 wt%である（資料集no. 702の表3）．他の
須走-c・須走-d期のスコリアと比べ，K2O量が少ない特

徴がある（第15図）．また，Zr量は51 ～ 54 ppm，Y量は
16 ～ 17 ppmと，これらも他よりも少ない特徴がある（資
料集no. 702の表3）．本火砕物スコリアと対比可能な噴
出物は，山頂部で確認できていない．
噴火地点　層厚分布から山頂周辺から噴出したものと考
えられるものの，具体的な地点は絞り込めない．
体積　16 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約1×10-1 km3（岩石換算最小体積は約4×10-2 km3 
DRE，最小質量は約1×1011 kg）である．なお，この値
は降下火砕物の分布が確実な範囲で等層厚線を断ち切り

（第17図の破線），面積を計測して得られたものである．

4. 4　S-12降下火砕物
地層名　泉ほか（1977）や宮地（1988）のS-12による． 
模式地　静岡県御殿場市太郎坊（Loc. 71；第3図）．
層序関係 模式地で，御殿場岩屑なだれ堆積物の下位約
75 cm，砂質の風成層を挟んでS-11降下火砕物の上位3 
cmの位置にある（第3図）．
分布と層厚　富士山の東側に分布する（第18図）．小山町
の富士スピードウエイ（Loc. 76）で最も厚く38 cm，遠方
の大蔵野（Loc. 230）での層厚は11 cmである．降下火砕物
の分布主軸は山頂から東北東に向く．なお，宮地（1988）
はS-12降下火砕物の分布主軸が山頂から北東に向くとし
ているが，これは下位にある忍野降下火砕物（中野ほか，
2007）をS-12と誤認しているためである（宮地の地点902
柱状図）．
岩相　模式地では層厚7 cmで，黒色，一部赤褐色の発泡
の良いスコリア角礫の火山礫からなる．淘汰が良く，基
質に火山灰を欠いている．スコリアの平均最大径は1.8 

 第 15 図 61 

 62 
  63 

第15図   S-10，S-11，S-12，S-14，S-15，S-16，
大平山桟敷山（Ohsj）及び駒門（Kmd）
降下火砕物と八軒溶岩流のSiO2-K2O
含有量図．SYP1とSYP2は西山腹の
火砕流堆積物（第14図）．Sc-ud（未区
分須走-c期噴出物）は大沢崩れ源頭

（Loc. 96）の試料020731-23，020731-
24（第12図）．

Fig. 15    SiO2-K2O variation diagram for the 
S-10, S-11, S-12, S-14, S-15，S-16，
Ohirayama-Sajikiyama (Ohsj) and 
Komakado (Kmd) Pyroclastic Fall 
Deposit s and the Hachiken Lava Flow. 
SYP1 and SYP3 are pyroclastic flow 
deposits in the western flank (Fig. 14). 
Sc-ud shows 020731-23 and 020731-24 
in Osawakuzure (Loc. 96; Fig. 12).
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cm．灰色～赤色の石質岩片がまばらに含まれている．ス
コリアは径2 mm前後の斜長石と径1 mm以下のかんらん
石斑晶を含む．黒色のスコリアに赤褐色のスコリアが少
量混じる特徴は，模式地以外でも確認でき，下位のS-11
降下火砕物と区別する特徴となっている．
年代　本降下火砕物からは，年代値が報告されていない． 

上下のS-11・S13降下火砕物との層序関係から，大室山
降下火砕物とほぼ同じ1,300 cal BC頃と推定できる．こ
の年代は西山腹のSYP2火砕流の 14C年代，3,040±50 
yBP（FJM419）と3,030±40 yBP（FJM322）が示す暦年代
1,300 cal BC頃（第14図；Yamamoto et al., 2005）と一致する．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（TRB19，SB10）

第 16 図 64 

 65 
  66 第16図   大沢降下火砕物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．山元（2014a）を改変．

Fig. 16    Distribution of the Osawa Pyroclastic Fall Deposit. Numerals are measured thickness of the deposit in 
centimeters. Curved lines are isopachs. Modified from Yamamoto (2014a).
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第 17 図 67 

 68 
  69 

第17図   S-11降下火砕物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．破線は，面積を計測した等層厚線
領域の給源側境界を示す．

Fig. 17    Distribution of the S-11 Pyroclastic Fall Deposit. Numerals are measured thickness of the deposit in centimeters. Curved 
lines are isopachs. Dashed line shows the boundary of the source side of the isopach regions where the area was measured.

第18図  S-12降下火砕物とSYP2火砕流堆積物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．

Fig. 18    Distribution of the S-12 Pyroclastic Fall Deposit and the SYP2 Pyroclastic Flow Deposit. Numerals are measured thickness of the 
deposit in centimeters. Curved lines are isopachs.
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のSiO2 量 は51.0 ～ 51.3 wt%，MgO量 は4.9 ～ 5.2 wt%，
K2O量は0.48 ～ 0.50 wt%である．また，Zr量は59 ～ 70 
ppm，Y量は17 ～ 19 ppmである（資料集no. 702の表3）．
これと組成の比較的よく似た山頂部の噴出物は，大沢
崩れ源頭部（Loc. 96；第12図）の未区分須走-c期噴出物

（Sc-ud）中にあり，赤褐色の溶結した火山弾からなるア
グルチネート（020731-23，020731-24；Fig. 12；山元ほ
か，2016）のSiO2 量は50.6 ～ 50.8 wt%，MgO量は5.9 ～ 6.0 
wt%，K2O量は0.50 wt%，Zr量は69 ppm，Y量は22 ppm
である（資料集no. 702の表4）．MgO量が若干ずれるもの
の，ハーカー図では同じトレンド上にあり，対比可能で
あろう（第15図）．
噴火地点　層厚分布から山頂周辺から噴出したものと考
えられるものの，具体的な地点は絞り込めない．Loc. 96
の未区分須走-c期噴出物の一部が，本火砕物に対応する
とするなら，山頂火口が噴火地点となる（第18図）．
体積　32 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約1×10-1 km3（岩石換算最小体積は約5×10-2 km3 
DRE，最小質量は約1×1011 kg）である.

4. 5　大室山降下火砕物（Om）
地層名　町田（1964）の大室ラピリ層，宮地（1988）の大室
スコリア（Om，N-4）による．本降下火砕物と大室山片蓋
山火砕丘，大室山片蓋山溶岩流を合わせて，大室山片蓋
山噴出物と呼ぶ（高田ほか，2016）．
模式地　山梨県鳴河口湖町くぬぎ平（Loc. 138）．
層序関係　模式地で，カワゴ平軽石を含む風成層とS-18
降下火砕物の間にある（鈴木ほか，2007）．
分布と層厚　大室山・片

かたぶたやま

蓋山火砕丘の東に広く分布する
（第19図）．層厚は，模式地で125 cm，山梨県鳴沢村弓
射塚のGSJ-FJ-43トレンチ地点（Loc. 138）で173 cm，東の
忍野八海周辺で30 cmを超える．降下火砕物の分布主軸
は，東に向く．大室山・片蓋山火砕丘の基部から西側に
アア溶岩流（大室山片蓋山溶岩流）が流下している．なお，
本降下火砕物の等層厚線は，層厚計測地点の不足を補う
ため，Miyaji et al. （1992）のFig. 42を参考にしている．
岩相　本降下火砕物は，地点によらず粒度の違いによる
成層構造が顕著で，様々な程度に発泡した黒色のスコリ
ア火山礫からなる．模式地では，上部に発泡の悪い黒色
のスコリア，下部には発泡の良い黒色（一部赤褐色）のス

第 19 図 73 

 74 
  75 第19図   大室山降下火砕物と大室山片蓋山溶岩流の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．128・64 cm等層

厚線は，層厚計測地点の不足を補うため，Miyaji et al. (1992) を参考にしている．溶岩分布は，高田ほか（2016）による．

Fig. 19    Distribution of the Omuroyama Pyroclastic Fall Deposit and the Omuroyama-Katabutayama Lava Flow. Numerals are measured 
thickness of the deposit in centimeters. Curved lines are isopachs. 128- and 64-cm-lines are based Miyaji et al. (1992) to 
compensate for the shortage of observed points. Distribution of the lava flow was taken from Takada et al. (2016).
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コリアが多い（鈴木ほか，2007）．岩質は，単斜輝石含有
かんらん石玄武岩である．
年代　本降下火砕物中の炭化木片（011018C-1；Loc. 138）
の 14C年代は3,010±40 yBPである（山元ほか，2005）．こ
の値は下位にある大沢降下火砕物の 14C年代，3,110±50 
yBP（FJM103）と層序的に矛盾しない（山元ほか，2005）．
従って本降下火砕物の噴出年代は011018C-1の示す1,300 
cal BC頃と判断できる（高田ほか，2016）．
化学組成と対比　大室山片蓋山噴出物のSiO2 量は49.9 ～
50.8 wt%，MgO量は5.6 ～ 5.9 wt%，K2O量は0.65 ～ 0.67 
wt%である（石塚ほか，2007）．
噴火地点　本降下火砕物は，大室山火砕丘だけでなく南
南東1.5 kmにある片蓋山火砕丘からの噴出物を同時に含
むことが，片蓋山でのトレンチ掘削で確認されている（鈴
木ほか，2007）．
体積　32，64，128 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積
物の最小体積は約2×10-1 km3（岩石換算最小体積は約1
×10-1 km3 DRE，最小質量は約2×1011 kg）である．また，
この噴火に伴った大室山片蓋山溶岩流の体積は，その平
均層厚を10 mとして約6×10-2 km3 DREと見積もられる．

4. 6　大平山桟敷山降下火砕物（Ohsj）
地層名　宮地（1988）の大平山スコリア（OHR），桟敷山ス
コリア（SJK）による．本降下火砕物と大平山桟敷山火砕
丘，大平山桟敷山溶岩流を合わせて，大平山桟敷山噴出
物と呼ぶ（高田ほか，2016）．
模式地　山梨県鳴沢村戸嶺西（Loc. 156）．この地点は宮
地（1988）の地点507とほぼ同地点であるが，柱状図から
判断して宮地のN-5・N-6スコリアを合わせたものが，本
降下火砕物に相当する．宮地（1988）は同じ降下火砕物を
N-5・N-6とOHR・SJKに二重命名した可能性がある．
層序関係　模式地で，本降下堆積物は大室山降下火砕物
とS-18降下火砕物の間にある．また，最も給源に近い鳴
沢村西剣のGSJ-FJ-44トレンチ地点（Loc. 199）でも，本降
下堆積物は大室山降下火砕物とS-22降下火砕物の間にあ
る（石塚ほか，2007）．さらに，同じ降下火砕物が，鳴沢
林道終点で大室山降下火砕物の上位4 cm，SYP4火砕流
の下位11 cmの土壌化した砂質風成層中に位置している

（Loc. 67；第14図）．宮地（1988）では，大平山や桟敷山
からの降下火砕物がS-22降下火砕物よりも上位の層準に
あるものと考えられていが，産総研が実施したトレンチ
調査の結果（石塚ほか，2007）は，これを否定する．桟敷
山からの噴出物が，大室山降下火砕物に近い層準にある
ことは，小山（1998b）も指摘していた．
分布と層厚　富士山北北西山腹の大平山・桟敷山火砕
丘の周囲に分布する（第 20図）．層厚は，鳴沢村西剣の
GSJ-FJ-44トレンチ地点（Loc. 199）で最も厚く130 cm，模
式地の戸嶺西（Loc. 156）で32 cm，東の丸山（Loc. 154）で
18 cmである．また，大平山・桟敷山火砕丘からは，そ

れぞれアア溶岩流（大平山桟敷山溶岩流）が北に流下して
いる．
岩相　給源近傍相に相当するGSJ-FJ-44トレンチ地点で
は，茶褐色～暗褐色の発泡の良いスコリア角礫の火山礫
からなり，淘汰が悪い．スコリアの最大粒径は4.3 cmで
ある．また，黒色の石質岩片を伴っている．トレンチ壁
での観察でも，これを大平山と桟敷山起源に区別するこ
とは出来ない．一方，遠方相の鳴沢林道終点（Loc. 67）
では，黒色で発泡の良いスコリア角礫の火山礫からなり，
逆級化している．淘汰は良い．スコリアは無斑晶状である．
年代　本降下火砕物からは，年代値が報告されていない．
鳴沢林道終点での大室山降下火砕物の暦年代1,300 cal 
BC頃（FJM103；山元ほか，2005）とSYP4火砕流の暦年代
800 cal BC頃（FJM312；FJM313； 第14図；Yamamoto et 
al., 2005）との層序関係から，噴出年代は1,200 cal BC頃
と推定できる．
化学組成と対比　大平山桟敷山溶岩流（T011016-4）の
SiO2 量は51.3 wt%，MgO量は5.4 wt%，K2O量は0.61 wt%，
Zr量は73 ppm，Y量は25 ppmである（資料集no. 702の表
4）．滝沢林道（Loc. 175）で大室山降下火砕物の上位にあ
るスコリア（05112701-2；第11図）もSiO2 量は50.7 wt%，
MgO量は5.3 wt%，K2O量は0.60 wt%の組成を持ち（資料
集no. 702の表4），本噴出物に対比される（第15図）．
噴火地点　大平山・桟敷山火砕丘が噴火口である．
体積　閉じた等層厚線が作成できなかったので（第20
図），本降下火砕物の体積は不明である．一方，この噴
火に伴った大平山桟敷山溶岩流の体積は，その平均層厚
を5 mとして約1×10-2 km3 DREと見積もられる．

4. 7　S-13降下火砕物
地層名　泉ほか（1977）や宮地（1988）のS-13による．町田

（1964）の砂沢ラピリ層と同じものである（泉ほか，1977；
宮地，1988）．
模式地　静岡県御殿場市太郎坊（Loc. 71；第3図）．
層序関係　模式地で，御殿場岩屑なだれ堆積物の直下に
あり，間にあるはずの風成層やS-14降下火砕物が欠落し
ている（第3図）． 
分布と層厚　富士山の東側に分布し，静岡県裾野市の大
野原から，神奈川県箱根町の大涌谷周辺を経て，静岡県
小山町周辺に分布する（第21図）．模式地での層厚は66 cm 
以上，遠方の箱根大涌谷（Loc. 212）での層厚は11 cmで
ある．模式地では御殿場岩屑なだれによる削剥を受けて
いるため，堆積時の層厚はもっと大きかったはずである．
降下火砕物の分布範囲の幅は広く，主軸は大まかに東に
向く．なお，本降下火砕物の等層厚線は，層厚計測地点
の不足を補うため，宮地（1988）のFig. 5を参考にしている．
岩相　模式地では，黒色で発泡の悪い多面体型のスコリ
ア角礫の中礫サイズの火山礫からなり，細礫サイズのス
コリア火山礫からなる基質を持つ．スコリアの平均最大
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第 20 図 76 

 77 
  78 
第20図   大平山桟敷山降下火砕物及び溶岩流の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．溶岩分布は，高田ほ

か（2016）による．

Fig. 20    Distribution of the Ohirayama-Sajikiyama Pyroclastic Fall Deposit and Lava Flow. Numerals are measured thickness of the deposit 
in centimeters. Curved lines are isopachs. Distribution of the lava flow was taken from Takada et al. (2016).

径は3.4 cm．赤褐色変質岩片をまばらに含む．また，基
底部には黄灰色の軽石火山礫が混じる．スコリア・軽石
とも斑晶に乏しい．発泡の悪いスコリアの形状と基底部
の軽石の存在はいずれの地点でも共通しており，野外で
の認定は容易である（第22図）．スコリアと軽石は，共
に無斑晶状である．
年代　本降下火砕堆積物直下の土壌（FJM405；Loc. 83）
の 14C年代は3,070±40 yBPである（山元ほか，2005）．こ
の値は下位にある大室山降下火砕物の 14C年代，3,010±
50 yBP（011018C-1）よりも若干古く，噴火年代を直接示
すものではない可能性が大きい（山元ほか，2005）．上位
のS-14降下火砕物（1,000 cal BC頃；後述）や御殿場岩屑
なだれ堆積物（900 cal BC頃；宮地ほか，2004）の年代も
考慮すると，S-13降下火砕物の噴出年代は1,200 cal BC
頃と推定できる．
化学組成と対比　本火砕物スコリア（TRB18）のSiO2 量
は，55.4 wt%と玄武岩質安山岩組成を示している．また，
MgO量は4.2 wt%，K2O量は0.72 wt%，Zr量は76 ppm，Y
量は22 ppmである（資料集no. 702の表3）．本降下火砕物
の基底部に含まれる軽石については，良好な試料が得ら
れなかったので，分析を行っていない．

噴火地点　宮地（1988）は，等層厚線の収斂状況から本降
下火砕物の火口位置を南東山腹の砂沢源頭部と考えてい
る．本報告もこれに従っている．おそらく，西二ッ塚降
下火砕物や宝永降下火砕物下に火口は埋没しているので
あろう．
体積　32 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約3×10-1 km3（岩石換算最小体積は約1×10-1 km3 
DRE，最小質量は約3×1011 kg）である.

4. 8　S-14降下火砕物
地層名　泉ほか（1977）や宮地（1988）のS-14による．
模式地　静岡県御殿場市和田の鮎沢川支流（Loc. 133；第
22図）．
層序関係　模式地で，S-13降下火砕物・御殿場岩屑なだ
れ堆積物間にある土壌中に挟まれる．
分布と層厚　富士山の東側に分布するが，確認できる
露頭は模式地以外で，すぎな沢（Loc. 115）や小野倉（Loc. 
231）など御殿場岩屑なだれ分布域外の僅かな地点である

（第23図）．これは，御殿場岩屑なだれにより大部分が
削剥されているためで，御殿場岩屑なだれ堆積物が直接
S-13降下火砕物を覆う露頭が多い．御殿場岩屑なだれ堆
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第 21 図 79 

 80 

  81 

第 22 図 82 

 83 

  84 

第21図　 S-13降下火砕物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．太線は推定割れ目火口．128・64 cm等層
厚線は，層厚計測地点の不足を補うため，宮地（1988）の層厚値（下線付き）を参考にしている．

Fig. 21  　 Distribution of the S-13 Pyroclastic Fall Deposit. Numerals are measured thickness of the deposit in centimeters. Curved lines are 
isopachs, and a solid line is an inferred fissure vent. 128- and 64-cm-lines are based thickness values (underlined) in Miyaji (1988) 
to compensate for the shortage of observed points.

第22図　 御殿場岩屑なだれ堆積
物（DAD）の下位に露出
するS-13及びS-14降下
火砕物．静岡県御殿場
市和田（Loc. 133）．スケー
ルはハンマー（30 cm）.

Fig. 22 　 Outcrop photograph of the 
S-13 and S-14 Pyroclastic 
Fall Deposits underlying the 
Gotenba Debris Avalanche 
Deposit (DAD) at Wada, 
Gotenba City (Loc. 133). 
Scale is a hammer (30 cm in 
length).
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積物の縁辺部に当たる模式地は，S-14降下火砕物・御殿
場岩屑なだれ堆積物間の黒色土壌（厚さ4 cm）も保存され
ている貴重な自然露頭である（第22図）．模式地での層
厚は2 cm，小野倉（Loc. 231）での層厚は12 cmである．
岩相　すぎな沢の本降下火砕物は，表面が灰色～暗灰
色の発泡したスコリア亜角礫の火山礫からなる．スコ
リアの平均最大径は2.8 cmである．玄武岩石質岩片，赤
色類質岩片を伴い，基質に少量の細礫サイズのスコリア
火山礫を持つ．淘汰は良く，基質に火山灰を欠く．径2 
mm前後の斜長石と径1 mm以下のかんらん石斑晶を含む．
模式地の本降下火砕物は，最大径4 mmのスコリア火山
礫からなる．
年代　本降下火砕物の噴出年代は，宮地（1988）も指摘し
たように，御殿場岩屑なだれ発生前の100年以内とみら
れる．従って，1,000 cal BC頃であろう．この年代は，西
山腹のSYP3火砕流の 14C年代，2,860±40 yBP（FJM321）
と2,880±70 yBP（FJM202）が示す暦年代1,000 cal BC頃

（第14図；Yamamoto et al., 2005）と一致する．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（SB08，SB13）の
SiO2量は51.1 ～ 52.4 wt%，MgO量は4.8 ～ 5.2 wt%，K2O
量は0.58 ～ 0.64 wt%である．また，Zr量は72 ～ 74 ppm，
Y量は20 ～ 21 ppmである（資料集no. 702の表3）．SYP3火
砕流の本質岩片（Y011205-1）のSiO2量は51.8 wt%，MgO量
は4.9 wt%，K2O量は0.62 wt%と良く類似しており（資料
集no. 702の表4），両者は対比可能と考えられる（第15図）．
噴火地点　本降下火砕物がSYP3火砕流を伴ったとする
と，噴火地点は山頂火口である．山頂部には複数の噴火
ユニットからなる未区分須走-c期噴出物があるが，この
中に本降下火砕物に対比可能なものがあるのか確認でき
ていない．

体積　8 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約4×10-2 km3（岩石換算最小体積は約2×10-2 km3 
DRE，最小質量は約4×1010 kg）である.

4. 9　S-15降下火砕物
地層名　泉ほか（1977）や宮地（1988）のS-15による．
模式地　静岡県御殿場市大日堂（Loc. 124；第4図）．
層序関係　模式地で，土壌化した砂質風成層を挟んで
御殿場岩屑なだれ堆積物の上位14 cmの位置にある（第4
図）．
分布と層厚　富士山の東側に分布するが，確認できる露
頭は模式地の他は御殿場市上高塚（Loc. 120），同市地獄
谷（Loc. 125）など分布の幅は狭い（第24図）．模式地での
層厚は8 cmである．降下火砕物の分布主軸は山頂付近か
ら東南東に向くものとみられる．宮地（1988）はすぎな沢

（Loc. 115；宮地の地点573）で厚さ数10 cmのS-15降下火
砕物を記載しているが，我々の調査では全岩化学組成が
S-15と良く類似する降下火砕物を確認できなかった（第9
図）．
岩相　模式地では，黒色で発泡の良いスコリア角礫の火
山礫からなる．淘汰が良く，火山灰サイズ以下の基質を
欠く．スコリアの最大径は1.5 cmである．
年代　本降下火砕物からは，年代値が報告されていない．
御殿場岩屑なだれ堆積物の直上にあることから，800 cal 
BC頃と推定できる．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（DN01，KT05）
のSiO2 量は51.6 ～ 51.9 wt%，MgO量は4.5 wt%，K2O量
は0.76 ～ 0.77 wt%で あ る． ま た，Zr量 は96 ～ 99 ppm，
Y量は22 ～ 25 ppmである（資料集no. 702の表3）．S-15降
下火砕物のK2OやZr量は上下のS-14・S-16降下火砕物よ

第 23 図 85 

 86 

  87 第23図　S-14降下火砕物とSYP3火砕流堆積物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．

Fig. 23  　 Distribution of the S-14 Pyroclastic Fall Deposit and the SYP3 Pyroclastic Flow Deposit. Numerals are measured thickness of the 
deposit in centimeters. Curved lines are isopachs.
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りも多く，識別可能である（第15図）．このような特徴
からすぎな沢（Loc. 1115）での，S-15降下火砕物の存在は
否定される．一方，山頂の北西斜面からは800 cal BC頃
の 14C年代（FJM309；山元ほか，2005）を持つ八軒溶岩流
が噴出している（石塚ほか，2007；高田ほか，2016）．こ
の溶岩のSiO2 量は51.3 ～ 51.6 wt%，MgO量は4.9 ～ 5.2 
wt%，K2O量は0.74 ～ 0.78 wt%と，S-15降下火砕物スコ
リアよりも若干MgO量が多いものの，比較的よく似てい
る（第15図）．従って，年代の近い八軒溶岩流とS-15降
下火砕物とは対比できる可能性がある．
噴出地点　八軒溶岩流と同じ噴火の産物とすると，噴火
地点は山頂北西斜面となる．
体積　4 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約6×10-3 km3（岩石換算最小体積は約2×10-3 km3 
DRE，最小質量は約5×109 kg）である．なお，この値は
降下火砕物の分布が確実な範囲で等層厚線を断ち切り

（第24図の破線），面積を計測して得られたものである．
また，八軒溶岩流の体積は，その平均層厚を5 mとして
約3×10-2 km3 DREと見積もられる．

4. 10　駒門降下火砕物（Kmd）
地層名　山元ほか（2005）の駒門降下スコリアによる．
模式地　静岡県御殿場市駒門（Loc. 82）．
層序関係　模式地では，黒色土壌を挟んでS-13降下火砕
物の6 cm上位にある（山元ほか，2014b）．また御殿場市
神場（Loc. 107）では，土壌化した砂質風成層を挟んで御
殿場岩屑なだれ堆積物直上の高密度洪水流堆積物の6 cm
上位に，土壌化した砂質風成層を挟んでS-18降下火砕物

の20 cm下位に位置している．
分布と層厚　模式地周辺から御殿場市舟窪台周辺にのみ
分布する（第25図）．層厚は模式地で最も厚く，19 cmで
ある．降下火砕物の分布主軸は南東に向く． 
岩相　模式地の本降下火砕物は，赤褐色で発泡の良いス
コリア角礫の火山礫からなり，基質に細礫サイズのスコ
リアを持つ．粒径は舟窪台（Loc. 215）で最も粗く最大径
3.5 cmである．スコリアは無斑晶状である．
年代　本降下火砕物直下の土壌（FJM305；Loc. 82）の 14C
年代は2,620±40 yBPである（山元ほか，2005）．その暦
年代は800 cal BC頃で，直下にある御殿場岩屑なだれ堆
積物の年代，900 cal BC年頃（宮地ほか，2004）と矛盾し
ない．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（KD01）のSiO2

量は49.7 wt%，MgO量は5.1 wt%，K2O量は0.60 wt%であ
る．また，Zr量は86 ppm，Y量は23 ppmである（資料集
no. 702の表3）．S-15 ～ S-16降下火砕物と近い層準にあ
るものの，化学組成はこれらとは類似しない（第15図）．
噴火地点　等層厚線から推定される本降下火砕物の給源
側は印野丸尾溶岩に覆われ，火口近傍相に相当するもの
は確認できない．しかし，更に給源側の太郎坊・大日堂
では，御殿場岩屑なだれ堆積物・S-18降下火砕物間に対
比可能な噴出物は存在しない（第3，4図）．また，宝永
火口壁でS-17´降下火砕物の下位にある須走-c期噴出物

（第12図；山元ほか，2016）にも，対比可能なものはない．
おそらく，本降下火砕物は南東山麓の未確認火口から噴
出したのであろう．
体積　8 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体

第24図   S-15降下火砕物と八軒溶岩流の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．破線は，面積を計測した等
層厚線領域の給源側境界を示す．溶岩分布は，高田ほか（2016）による．

Fig. 24    Distribution of the S-15 Pyroclastic Fall Deposit and the Hachiken Lava Flow. Numerals are measured thickness of the deposit in 
centimeters. Curved lines are isopachs. Dashed line shows the boundary of the source side of the isopach regions where the area 
was measured. Distribution of the lava flow was taken from Takada et al. (2016).
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積は約5×10-3 km3（岩石換算最小体積は約2×10-3 km3 
DRE，最小質量は約5×109 kg）である. なお，この値は
降下火砕物の分布が確実な範囲で等層厚線を断ち切り

（第25図の破線），面積を計測して得られたものである．

4. 11　S-16降下火砕物
地層名　泉ほか（1977）や宮地（1988）のS-16による．
模式地　静岡県御殿場市大日堂（Loc. 124；第4図）．
層序関係　模式地で，土壌化した砂質風成層を挟んで
S-15降下火砕物の上位7 cmの位置にある（第4図）．
分布と層厚　富士山の東側に分布する（第26図）．模式地
での層厚は24 cmであるが，東方の小山市富士スピード
ウェイ（Loc. 76）でも 23 cm，遠方の大蔵野（Loc. 230）で
の層厚は8 cmである．また，滝沢（Loc. 175）で，8 cmで
ある．滝沢周辺の本降下火砕物は，宮地（1988）ではS-16-3
とされている（例えば宮地の地点883柱状図）が，全岩化
学組成や層厚分布からこれをS-16降下火砕物と区別する
必要があるとは考えられない．降下火砕物の分布主軸は，
山頂周辺から東北東に向く．
岩相　模式地では，黒色で発泡の良いスコリア角礫の火
山礫と火山灰の互層からなる．山元（2014b）では，成層
構造を反映してS-16-1やS-16-2と細分していたが，遠方
の地点では成層構造が明瞭ではなくなり，S-16を細分す
ることが出来なくなる．場所によっては気泡が長く引き
延ばされたものやスパイノーズな形態のスコリアが多く
含まれる．また，スコリアは，斜長石とかんらん石斑晶
が目立つ．

年代　本降下火砕物からは，年代値が報告されていない．
下位の御殿場岩屑なだれ堆積物や上位のS-18・S-22降下
火砕堆積物との層序関係から，750 cal BC頃と推定できる．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（TRB17，SB07, 
DN02, DN03, KT04, 05112701-3）のSiO2 量 は51.0 ～ 52.9 
wt%，MgO量は4.5 ～ 5.2 wt%，K2O量は0.69 ～ 0.73 wt%，
Zr量は86 ～ 90 ppm，Y量は23 ～ 25 ppmである（第15図；
資料集no. 702の表3・4）． 
噴火地点　層厚分布から山頂周辺から噴出したものと考
えられるものの，具体的な地点は絞り込めない．
体積　8 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約1×10-1 km3（岩石換算最小体積は約4×10-2 km3 
DRE，最小質量は約1×1011 kg）である. なお，この値は
降下火砕物の分布が確実な範囲で等層厚線を断ち切り

（第26図の破線），面積を計測して得られたものである．

4. 12　S-17降下火砕物
地層名　泉ほか（1977）や宮地（1988）のS-17による．
模式地　静岡県御殿場市大日堂（Loc. 124；第4図）．
層序関係　模式地で，土壌化した砂質風成層を挟んで
S-16降下火砕物の上位7 cmの位置にある（第4図）．
分布と層厚　富士山の東側に分布する（第 27図）．模式
地での層厚は30 cmで，遠方の大蔵野（Loc. 230）での層厚
は7 cmである．降下火砕物の分布主軸は，山頂からほぼ
東に向く．
岩相　模式地では，黒色～暗灰色で発泡の良いスコリア
角礫～亜角礫の火山礫・火山灰の互層からなる．山元

第 25 図 91 
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第25図　 駒門降下火砕物の分布．数字は堆積物
の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．
破線は，面積を計測した等層厚線領域
の給源側境界を示す．

Fig. 25　   Distribution of the Komakado Pyroclastic 
Fall Deposit. Numerals are measured 
thickness of the deposit in centimeters. 
Curved lines are isopachs. Dashed line 
shows the boundary of the source side of 
the isopach regions where the area was 
measured.
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（2014b）では，成層構造を反映してS-17-1やS-17-2と細分
していたが，遠方の地点では成層構造が明瞭ではなくな
り，S-17を細分することが出来なくなる．スコリアの平
均最大径は3.8 cmで，径2 mm前後の斜長石と径1 mm以
下のかんらん石斑晶を含む．

年代　本降下火砕物からは，年代値が報告されていない．
下位の御殿場岩屑なだれ堆積物や上位のS-18・S-22降下
火砕堆積物との層序関係から，700 cal BC頃と推定できる．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（TRB16，SB06, 
DN04, DN05, KT03）のSiO2 量は51.3 ～ 52.4 wt%，MgO量

第 26 図 94 
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第 27 図 97 
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第26図　 S-16降下火砕物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．破線は，面積を計測した等層厚線領域の
給源側境界を示す．

Fig. 26  　 Distribution of the S-16 Pyroclastic Fall Deposit. Numerals are measured thickness of the deposit in centimeters. Curved lines are 
isopachs. Dashed line shows the boundary of the source side of the isopach regions where the area was measured.

第27図　S-17降下火砕物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．

Fig. 27　  Distribution of the S-17 Pyroclastic Fall Deposit. Numerals are measured thickness of the deposit in centimeters. Curved lines are 
isopachs.
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は4.5 ～ 5.2 wt%，K2O量 は0.62 ～ 0.72 wt%，Zr量 は81
～ 87 ppm，Y量は20 ～ 24 ppmである（資料集no. 702の表
3）．山頂北北西縁の白草流れ源頭部（Loc. 59）では，後述
するS-17´降下火砕物相当の銀明水アグルチネート（高田
ほか，2016）の下位に，層厚120 cmの水蒸気噴火堆積物
を挟んで，層厚260 cmの弱溶結した茶褐色火山弾及びス
コリア火山礫が露出している（第12図；山元ほか，2016）．
この降下火砕物や相当層の火山弾（010824-Y8，010826-
5，030805-53）は斜長石斑晶の目立つかんらん石玄武岩で
SiO2 量は50.1 ～ 51.4 wt%，MgO量は4.6 ～ 5.8 wt%，K2O
量は0.69 ～ 0.73 wt%と（資料集no. 702の表4），S-17降下
火砕物スコリアの組成と良く似ており，両者は対比可能
である．また，山頂部の未区分須走-c期噴出物（Sc-ud）
の最上部にあり，銀明水アグルチネートに覆われる西安
河原の厚い溶岩［津屋（1971）の第1火口棚溶岩； 010825-
3］のSiO2 量は50.9 wt%，MgO量は5.2 wt%，K2O量は0.74 
wt%で（資料集no. 702の表4），S-17降下火砕物の組成と
良く似ている（第28図）．
噴出地点　本降下火砕物は，給源近傍相の存在から，山
頂火口から噴出したと判断される．
体積　8 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約5×10-2 km3（岩石換算最小体積は約2×10-2 km3 
DRE，最小質量は約5×1010 kg）である.

4. 13　S-17́降下火砕物
地層名　宮地（1988）のS-17´による．本降下火砕物と
山頂部の銀明水アグルチネート，これが二次流動した
角
つ の き さ わ

木沢溶岩流を合わせて，銀明水噴出物と呼ぶ（高田ほ
か，2016）． 

模式地　静岡県御殿場市太郎坊（Loc. 71；第3図）．
層序関係　模式地で，砂質風成層を挟んでS-17降下火砕
物の上位10 cmの位置にある（Fig. 3-2）．
分布と層厚　富士山の東側に分布し，分布主軸は山頂か
らほぼ東に向く（第29図）．模式地での層厚は13 cm，遠
方の大蔵野（Loc. 230）での層厚は4 cmである．一方，山
頂部で強溶結し，厚さ数 mの銀明水アグルチネートとな
る（高田ほか，2016）．さらに，西山腹ではこのアグルチ
ネートが二次流動して標高1,220 mまで流下している（角
木沢溶岩流；高田ほか，2016）．
岩相　模式地では層厚13 cmで，黒色で発泡の良いスコ
リア角礫の火山礫からなる．淘汰良く，基質に火山灰を
欠く．スコリアの平均最大径は4.2 cmである．山頂部の
銀明水（Loc. 55）では，層厚480 cmで，上半分が強溶結し
た黒色のアグルチネート，下半分が弱溶結した赤褐色の
牛糞状火山弾とスコリア火山礫からなり，石質岩片をま
ばらに含んでいる（第12図；山元ほか，2016）．火山弾・
スコリアはかんらん石玄武岩で，径3 mm前後の斜長石
斑晶を含んでいる．
年代　本降下火砕物からは，年代値が報告されていない．
下位の御殿場岩屑なだれ堆積物や上位のS-18・S-22降下
火砕堆積物との層序関係から，650 cal BC頃と推定できる．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（TRB15，SB05, 
KT02, 031031-41）のSiO2 量は51.0 ～ 51.5 wt%，MgO量は
4.9 ～ 5.4 wt%，K2O量は0.64 ～ 0.76 wt%，Zr量は74 ～
95 ppm，Y量は19 ～ 24 ppmである（資料集no. 702の表3）．
その組成は銀明水アグルチネート（01824-1-7，01825-8，
01825-11，01827-4，020729-2-2，020730-23，020730-30；
資料集no. 702の表4）の組成範囲内にある（第28図）．

第 28 図 100 
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第28図　 S-17，S-17́，白山岳西（Hdn）
及びS-18降下火砕物と銀明
水（Gnm）及び三島岳（Msd）
アグルチネートのSiO2-K2O
含有量図．Sc-ud（未区分須
走-c期噴出物）は山頂の溶岩
010825-3．

Fig. 28　 SiO2-K2O variation diagram for 
the S-17, S-17´, Hakusandakenishi 
(Hdn) and S-18 Pyroclastic Fall 
Deposits and the Ginmeisui 
(Gnm) and Mishimadake (Msd) 
Agglutinates. Sc-ud (undivided 
Subashiri-c stage products) is 
lava 010825-3 in the summit.
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噴出地点　本降下火砕物は，給源近傍相の存在から，山
頂火口から噴出したと判断される．
体積　64 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約6×10-2 km3（岩石換算最小体積は約2×10-2 km3 
DRE，最小質量は約6×1010 kg）である.

4. 14　白山岳西降下火砕物（Hdn）
地層名　高田ほか（2016）の白山岳西噴出物による．
模式地　富士山山頂部の小

しょうないいん

内院西壁（Loc. 58；第12図）．
層序関係　山頂部の模式地では間に水蒸気噴火堆積物を
挟んで，銀明水アグルチネート（S-17´降下火砕物）と三
島岳アグルチネート（S-18降下火砕物）の間にある（第12
図；山元ほか，2016）．東山腹でもS-17´降下火砕物とS-18
降下火砕物の間の砂質風成層中にあり，その位置はS-18
降下火砕物の下位6 ～ 2 cmとこれに近い（第3，4図）．
分布と層厚　富士山山頂部の北側で厚く，模式地での層
厚は410 cmである．分布主軸は山頂からほぼ東に向き，
遠方相は太郎坊（Loc. 71）や大日堂（Loc. 124）で確認でき
る（第30図）．その層厚はそれぞれ4 cm，14 cmである．
岩相　模式地では，最大径90 cmの座布団状～紡錘形火
山弾からなり，基質に赤色で発泡の良い径2 ～ 3 cmのス
コリア火山礫を持つ．噴出物の特徴から，ストロンボリ
式噴火の産物と考えられる．一方，東山麓の本降下火砕
物は，黒色～暗灰色で発泡の良いスコリア角礫の火山礫
からなり，淘汰が良い．火山弾・スコリアは，斜長石と
かんらん石斑晶が目立つ．
年代　本降下火砕物からは，年代値が報告されていない．

第 29 図 103 
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第29図   S-17´降下火砕物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．角木沢溶岩流は，山頂部の銀
明水アグルチネート（第12図のGnm）起源の根無し溶岩流である．溶岩分布は，高田ほか（2016）による．

Fig. 29    Distribution of the S-17´ Pyroclastic Fall Deposit. Numerals are measured thickness of the deposit in centimeters. 
Curved lines are isopachs. The Tsunokizawa Lava Flow is a rootless flow from the Ginmeisui Agglutinate (Gnm in 
Fig. 12) at the summit. Distribution of the lava flow was taken from Takada et al. (2016).

上位のS-18降下火砕堆積物に近い層準にあることから，
600 cal BC頃と推定できる．
化学組成と対比　本降下火砕物の火山弾（010825-10，
010826-3, 020729-2-3），スコリア（TRB14，031031-42）の
SiO2 量は50.1 ～ 51.1 wt%，MgO量は5.3 ～ 5.8 wt%，K2O
量は0.55 ～ 0.60 wt%，Zr量は67 ～ 73 ppm，Y量は19 ～
23 ppmである（資料集no. 702の表3・4）．上下のS-17 ・́S-18
降下火砕物と比べると，ややK2O量が少ない特徴がある

（第28図）．
噴出地点　本降下火砕物は，給源近傍相の存在から，山
頂火口から噴出したと判断される．
体積　16，32 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最
小体積は約1×10-2 km3（岩石換算最小体積は約5×10-3 
km3 DRE，最小質量は約1×1010 kg）である.

4. 15　S-18降下火砕物
地層名　泉ほか（1977）や宮地（1988）のS-18による．本降
下火砕物と山頂部の三島岳アグルチネート，これが二次
流動した主

しゅじょうながれ

杖流溶岩流を合わせて，三島岳噴出物と呼ぶ
（高田ほか，2016）． 
模式地　静岡県御殿場市太郎坊（Loc. 71；第3図）．
層序関係　模式地で，砂質風成層を挟んで白山岳西降下
火砕物の上位6 cmの位置にある（第3図）．
分布と層厚　富士山の東側に分布し，分布主軸は山頂か
らほぼ東に向く（第31図）．小山町の富士スピードウエイ

（Loc. 76）で42 cm，箱根大涌谷（Loc. 213）でも8 cmの層
厚を持つ．一方，山頂部で強溶結し，厚さ3 ～ 6 mの三
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第 30 図 106 

 107 

  108 第30図  白山岳西降下火砕物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．

Fig. 30    Distribution of the Hakusandakenishi Pyroclastic Fall Deposit. Numerals are measured 
thickness of the deposit in centimeters. Curved lines are isopachs.

第 31 図 109 
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  111 第31図   S-18降下火砕物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．主杖流溶岩流は，山頂部の三島岳アグル
チネート（第12図のMsd）起源の根無し溶岩流である．溶岩分布は，高田ほか（2016）による．

Fig. 31    Distribution of the S-18 Pyroclastic Fall Deposit. Numerals are measured thickness of the deposit in centimeters. Curved lines 
are isopachs. The Shujonagare Lava Flow is a rootless flow from the Mishimadake Agglutinate (Msd in Fig. 12) at the summit. 
Distribution of the lava flow was taken from Takada et al. (2016).
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島岳アグルチネートとなる（第12図；高田ほか，2016）．
さらに，西山腹ではこのアグルチネートが二次流動して
標高1,160 mまで流下している（主杖流溶岩流；高田ほか，
2016）．
岩相　模式地では，黒色～赤褐色で発泡の良いスコリア
角礫の火山礫からなり，淘汰が良い．灰色石質岩片をま
ばらに含み，下部には牛糞状火山弾も多い．スコリアの
平均最大径は4.4 cmである．黒色と赤褐色のスコリアの
比率や粒度は地点毎にやや異なり，赤褐色のスコリアが
特定層準に濃集するほか，逆級化が顕著に表れる．また，
層厚82 cmと山麓で最も厚い大日堂（Loc. 124）では，火山
灰薄層を挟んで成層している．山頂部の銀明水（Loc. 55）
では，層厚580 cmで，全体に弱溶結，中上部で強溶結し
た黒色～灰色～茶褐色の牛糞状火山弾とスコリア火山礫
からなり，石質岩片をまばらに含んでいる（第12図；山
元ほか，2016）．火山弾・スコリアは直方輝石単斜輝石
かんらん石玄武岩～玄武岩質安山岩で，径3 mm前後の
斜長石斑晶を含んである．
年代　S-18降下火砕物中の炭化木片（FJM310；Loc. 67）
の 14C年代は2,440±40 yBP，S-18降下火砕物起源のラ
ハ ー ル 堆 積 物 中 の 木 片（FJM204，FJM332）の 14C年 代
は2,440±40 yBP，2,370±120 yBPで あ る（ 山 元 ほ か，
2005）．従って，本降下火砕物の噴出年代はこれらの値
からを暦年較正した550 cal BC頃と判断できる（山元ほか，
2005；高田ほか，2016）．

化学組成と対比　三島岳アグルチネート本質物には，
SiO2 量49.8 ～ 51.4 wt%の 玄 武 岩（010823-4，010823-5，
010824-1-4，010824-1-6，010825-7，010826-1，020729-9，
020760-22，020803-23，020803-25，020803-25，030804-
54）とSiO2 量52.6 ～ 53.2 wt%の玄武岩質安山岩（010825-
9，010826-2，020731-21，020731-22）があるが，量的には
玄武岩の方が多い（資料集no. 702の表4；第28図）．玄武
岩は三島岳アグルチネートの中に満遍なく認められるが，
山頂北西部の三島岳アグルチネートでは玄武岩質安山岩
も認められ，玄武岩と共存する．一方，S-18降下火砕物
スコリア（TRB13，SB04, KT01）のSiO2 量は51.1 ～ 51.3 
wt%，MgO量は5.3 ～ 5.4 wt%，K2O量は0.64 ～ 0.71 wt%，
Zr量 は76 ～ 85 ppm，Y量 は22 ～ 23 ppmで（資料集no. 
702の表3），三島岳アグルチネートの玄武岩組成範囲内
にある（第28図）．
噴出地点　本降下火砕物は，給源近傍相の存在から，山
頂火口から噴出したと判断される． 
体積　16 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約3×10-1 km3（岩石換算最小体積は約1×10-1 km3 
DRE，最小質量は約3×1011 kg）である.

4. 16　S-19降下火砕物
地層名　泉ほか（1977）や宮地（1988）のS-19による．
模式地　静岡県小山町須走すぎな沢（Loc. 115；第9図）．
層序関係　模式地で，砂質風成層を挟んでS-18降下火砕

第 32 図 112 

 113 
  114 

第32図   S-19降下火砕物の分布．小滝橋火砕丘は，本降下火砕物の給源である．数字は堆積物の層厚（単位は
cm）．曲線は等層厚線．破線は，面積を計測した等層厚線領域の給源側境界を示す． 

Fig. 32    Distribution of the S-19 Pyroclastic Fall Deposit. The Kotakibashi Pyroclastic Cone is the source of this fall 
deposit. Numerals are measured thickness of the deposit in centimeters. Curved lines are isopachs. Dashed line 
shows the boundary of the source side of the isopach regions where the area was measured.
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第33図   S-19，小滝橋（Ko），荒巻（Arm），
S-20，S-21及 びS-22降 下 火 砕 物
と剣ヶ峰アグルチネート（Kng）の
SiO2-K2O含有量図．Osbは大砂走
り溶岩流（第12図）．

Fig. 33    SiO2-K2O variation diagram for the 
S-19, Kotakibashi (Ko), Aramaki 
(Arm), S-20, S-21 and S-22 Pyroclastic 
Fall Deposits and the Kengamine 
Agglu t ina te (Kng) . Osb i s the 
Osunabashiri Lava Flow (Fig. 12).

物の上位2 cmの位置にある（第9図）．
分布と層厚　富士山の東側に分布し，模式地や大日堂

（Loc. 124）で観察できる（第32図）．しかし，太郎坊（Loc. 
71）や山頂部で，S-18降下火砕物・三島岳アグルチネー
トの上位に対応する噴出物は確認できない．模式地で8 
cm，大日堂（Loc. 124）で，13 cm，小富士北西（Loc. 173）
で39 cmの層厚を持つ．分布主軸は東南東を向く．
岩相　模式地では，暗灰色で発砲の良いスコリア角礫～
亜角礫の火山礫からなり，基底部が細粒な逆級化をなす．
淘汰良く，基質に火山灰を欠く．スコリアの平均最大径
は，2.3 cmである．
年代　本降下火砕物からは，年代値が報告されていない．
下位のS-18降下火砕堆積物に近い層準にあることから，
500 cal BC頃と推定できる．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（SB03，KF09，
05112701-7）のSiO2 量は50.6 ～ 51.2 wt%，MgO量は5.0 ～
5.3 wt%，K2O量は0.71 ～ 0.74 wt%，Zr量は72 ～ 98 ppm，
Y量は23 ～ 28 ppmである（資料集no. 702の表3）．等層
厚線の収斂する北東山腹にはほぼ同時期の小滝橋火砕丘

（Sc-Ko；高田ほか，2016）があり，そのスコリア（03110401，
03110405，09082804，09082805）のSiO2 量 は50.1 ～ 50.4 
wt%，MgO量は5.0 ～ 5.1 wt%，K2O量は0.73 ～ 0.77 wt%
である（資料集no. 702の表4）．SiO2 量はずれるものの他
の組成はよく似ており，S-19降下火砕物と対比できる可
能性がある（第33図）．
噴出地点　本降下火砕物は等層厚線の収斂する北東山腹
から噴出したことは確実で，小滝橋火砕丘が噴出割れ目
の一部であった可能性がある．
体積　8 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約3×10-2 km3（岩石換算最小体積は約1×10-2 km3 

DRE，最小質量は約3×1010 kg）である．なお，この値
は降下火砕物の分布が確実な範囲で等層厚線を断ち切り

（第32図の破線），面積を計測して得られたものである．

4. 17　S-20降下火砕物
地層名　泉ほか（1977）や宮地（1988）のS-20による．
模式地　静岡県小山町須走すぎな沢（Loc. 115；第9図）．
層序関係　模式地で，砂質風成層を挟んでS-19降下火砕
物の上位2 cmの位置にある（第9図）．
分布と層厚　富士山の東～北東側に分布し，模式地や
滝沢林道（Loc. 175）で観察できる．しかし，太郎坊（Loc. 
71）や山頂部で，S-18降下火砕物・三島岳アグルチネー
トとS-22降下火砕物・剣ヶ峰アグルチネートの間に対応
する噴出物は確認できない（第3，12図）．模式地で5 cm，
滝沢林道（Loc. 175）で15 cmの層厚を持つ．分布主軸は，
東を向く（第34図）．
岩相　模式地では，黒色ガラス質で発泡の極めて良いス
コリア角礫の火山礫からなる．スコリアはスパイノーズ
な形態で，細長く伸長した気泡を持つものが含まれる．
淘汰良く，基質に火山灰を欠く．スコリアの平均最大径
は，2.0 cmである．滝沢林道（Loc. 175）の同降下火砕物も，
同様のスコリア形態を特徴としている． 
年代　本降下火砕物からは，年代値が報告されていない．
S-18・S-22降下火砕堆積物の中間の層準にあることから，
450 cal BC頃と推定できる．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（SB02, 05112701-
8）のSiO2量は51.3 ～ 52.3 wt%，MgO量は4.5 ～ 4.8 wt%，
K2O量は0.80 ～ 0.84 wt%，Zr量は114 ～ 118 ppm，Y量は
29 ～ 33 ppmである（資料集no. 702の表3）．この組成は，
他の須走-c・須走-d期のスコリアと比べ，K2O量やZr量
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第34図   S-20降下火砕物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．破線は，面積を計測した等層厚線
領域の給源側境界を示す．

Fig. 34    Distribution of the S-20 Pyroclastic Fall Deposit. Numerals are measured thickness of the deposit in centimeters. Curved 
lines are isopachs. Dashed line shows the boundary of the source side of the isopach regions where the area was measured.

が多い特徴がある（第33図）．
噴出地点　層厚分布から，山頂よりも北側の，おそらく
北東山腹から噴出したとみられる．ただし，対応する火
口近傍相は見つかっていない．
体積　8，16 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小
体積は約1×10-2 km3（岩石換算最小体積は約5×10-3 km3 
DRE，最小質量は約1×1010 kg）である．なお，この値
は降下火砕物の分布が確実な範囲で等層厚線を断ち切り

（第34図の破線），面積を計測して得られたものである．

4. 18　荒巻降下火砕物（Arm）
地層名　高田ほか（2016）の荒巻噴出物による．この噴出
物は，山頂周辺のストロンボリ式降下火砕物と大内院の
溶岩湖［第36図；津屋（1971）の第2火口棚溶岩］を合わせ
たものからなる．山元ほか（2011）は太郎坊（Loc. 71）の本
降下火砕物をS-20降下火砕物としていたため，高田ほか

（2016）では荒巻噴出物をS-20降下火砕物に対比した．し
かし，本降下火砕物の化学組成はS-20降下火砕物と明瞭
に異なるので，高田ほか（2016）の対比を修正する．
模式地　富士山山頂部の荒巻（Loc. 62）．
層序関係　山頂部の模式地では間に水蒸気噴火堆積物を
挟んで，三島岳アグルチネート（S-18降下火砕物）と剣ヶ
峰アグルチネート（S-22降下火砕物）の間にある（第12
図；山元ほか，2016）．東山麓でもS-18降下火砕物とS-22
降下火砕物の間の砂質風成層中に位置している（第3図）．
分布と層厚　富士山山頂部で50 ～ 230 cmの層厚を持つ．

分布主軸は山頂からほぼ東に向き，遠方相が太郎坊（Loc. 
71）や大日堂（Loc. 124）で確認できる（第35図）．その層
厚はそれぞれ7 cm，11 cmである．
岩相　模式地では，最大径160 cmの座布団状～牛糞状～
紡錘形火山弾からなり，基質に黒色で発泡の極めて良い
径1 ～ 6 cmのスコリア火山礫を持つ．噴出物の特徴から，
ストロンボリ式噴火の産物と考えられる．一方，東山麓
の本降下火砕物は，黒色～暗灰色で発泡の極めて良いス
コリア角礫の火山礫からなる．火山弾の破片も含まれて
いる．火山弾・スコリアは，径2 mm前後の斜長石と径1 
mm以下のかんらん石斑晶を含む．
年代　本降下火砕物からは，年代値が報告されていない．
S-18・S-22降下火砕堆積物の中間の層準にあることから，
400 cal BC頃と推定できる．
化学組成と対比　本降下火砕物の火山弾（010826-8， 010827-
3-1， 020729-2-4， 030804-53），スコリア（TRB12），溶岩 

（010824-14，010825-1）のSiO2量 は49.9 ～ 51.4 wt%，MgO
量は4.6 ～ 5.8 wt%，K2O量は0.53 ～ 0.71 wt%，Zr量は79
～ 92 ppm，Y量は23 ～ 26 ppmである（資料集no. 702の
表3・4）．層準がほとんど同じで，発泡の極めて良いス
コリアからなる岩相の良く似たS-20降下火砕物とは，組
成が大きく異なっている（第33図）．
噴出地点　本降下火砕物は，給源近傍相の存在から，山
頂火口から噴出したと判断される．
体積　8・16・32 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物
の最小体積は約1×10-2 km3（岩石換算最小体積は約6
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  123 第35図  荒巻降下火砕物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．

Fig. 35    Distribution of the Aramaki Pyroclastic Fall Deposit. Numerals are measured thickness of the deposit in 
centimeters. Curved lines are isopachs.

×10-3 km3 DRE，最小質量は約1×1010 kg）である．また，
この噴火に伴った大内院を満たす溶岩流の体積は，その
平均層厚を60 mとして約8×10-3 km3 DREと見積もられ
る．

4. 19　S-21降下火砕物
地層名　泉ほか（1977）や宮地（1988）のS-21による．山頂
部の金明水火砕丘（第36図；高田ほか，2016）も合わせて，
金明水噴出物と呼ぶ．
模式地　静岡県小山町須走すぎな沢（Loc. 115；第9図）．
層序関係　模式地で，S-20降下火砕物とS-22降下火砕物
の間の土壌化した風成層中にある（第9図）．
分布と層厚　富士山の東側に分布し，模式地や，須走
口馬返（Loc. 127），大日堂（Loc. 124）で観察できる（第37
図）．しかし，太郎坊（Loc. 71）や滝沢林道（Loc. 145）で， 
S-22降下火砕物直下の位置に対応する噴出物は確認でき
ない．従って，降下火砕物の分布範囲は狭く，山頂から
東に延びる主軸を持つ．模式地で5 cm，須走口馬返（Loc. 
127）で14 cmの層厚を持つ．山頂の小内院東壁には，剣ヶ
峰アグルチネート（S-22降下火砕物）直下に層厚200 cmの
金
きんめいすい

明水火砕丘の断面が露出している（第36図；山元ほか，
2016）．層厚分布と層序関係から，これが給源近傍相と
みられる．
岩相　模式地では，暗灰色～赤褐色の発泡したスコリア
角礫～亜角礫の火山礫からなり，逆級化する．スコリ
アの平均最大径は，2.3 cmである．山頂の金明水火砕丘
は，暗灰色の強溶結したアグルチネートからなる．アグ
ルチネートは径 4 mm前後の斜長石斑晶の目立つかんら
ん石玄武岩からなる．金明水火砕丘から北西に250 mほ

ど伸び三島岳アグルチネートに貫入する岩脈（第36図）
も，大型斜長石斑晶に富み岩質が良く似ている（高田ほ
か，2016）．また，宝永火口壁（Loc. 117）で荒巻降下火砕
物と剣ヶ峰アグルチネートに挟まれる厚さ180 cmのアア
溶岩，大砂走り溶岩流（Osb）も大型斜長石斑晶に富み岩
質が良く似ている（第12図；高田ほか，2016；山元ほか，
2016）．
年代　本降下火砕物からは，年代値が報告されていない．
S-22降下火砕堆積物の直下の層準にあることから，350 
cal BC頃と推定できる．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリアとアグルチネー
ト（SB01， 010825-12）のSiO2 量は50.9 ～ 51.1 wt%，MgO
量 は5.2 ～ 5.3 wt%，K2O量 は0.71 ～ 0.76 wt%，Zr量 は
90 ppm，Y量は28 ppmである（資料集no. 702の表3・4）．
宝永火口の大砂走り溶岩流（030804-52）のSiO2 量は50.9 
wt%，MgO量 は4.8 wt%，K2O量 は0.71 wt%と（ 資 料 集
no. 702の表4），S-21降下火砕物と良く似ている．岩脈

（010826-4）のSiO2 量は50.4 wt%，MgO量は5.2 wt%，K2O
量は0.76 wt%と（資料集no. 702の表4），これも同じ組成
トレンドにあるので対比可能であろう（第33図）．
噴出地点　本降下火砕物は，山頂の金明水火砕丘を横切
る北西−南東方向の割れ目噴火口から噴出した可能性が
大きい．
体積　8 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約7×10-3 km3（岩石換算最小体積は約3×10-3 km3 
DRE，最小質量は約7×109 kg）である．また，この噴火
に伴った可能性のある大砂走り溶岩流の体積は，その平
均層厚を1 mとして約2×10-4 km3 DREと見積もられる．
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第36図   山頂部北側を構成する須走-c期噴出物．大内院は，山頂の主火口，小内院はその北にある小
火口である．大内院北面には，荒巻噴出物の溶岩湖を形成した厚い溶岩が露出する．その上
面にある金明水火砕丘は，溶結したS-21降下火砕物（第37図）で形成されている．また，雷ヶ
岩は剣ヶ峰アグルチネート（第12図）からなる．

Fig. 36    The Subashiri-c Stage Products forming the northern part of the summit region of Fuji Volcano. 
Dainaiin is the present main crater at the summit, and Shonaiin is an adjacent small crater. The thick 
lava flow, forming a lava lake, of the Aramaki Eruption Products is exposed in the northern face of 
Dainaiin. The Kinmeisui Pyroclastic Cone and the Ikazuchigaiwa are formed by the welded S-21 
Pyroclastic Fall Deposit (Fig. 37) and the Kengamine Agglutinate (Fig. 12), respectively.

第37図   S-21降下火砕物と大砂走り溶岩流（第12図のOsb）の分布．金明水火砕丘は，本降下火砕物の給源である．
数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．太線は推定割れ目火口．溶岩分布は，高田ほか（2016）
による．

Fig. 37    Distribution of the S-21 Pyroclastic Fall Deposit and the Osunabashiri Lava Flow (Osb in Fig. 12). The Kinmeisui 
Pyroclastic Cone is the source of this fall deposit. Numerals are measured thickness of the deposit in centimeters. 
Curved lines are isopachs, and a solid line is an inferred fissure vent. Distribution of the lava flow was taken from 
Takada et al. (2016).
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第 38 図 130 

 131 
  132 第38図   S-22降下火砕物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．桜沢溶岩流は，山頂部の剣ヶ峰アグ

ルチネート（第12図のKng）起源の根無し溶岩流である．高田ほか（2016）を改変．溶岩分布は，高田ほか（2016）に
よる．

Fig. 38    Distribution of the S-22 Pyroclastic Fall Deposit. Numerals are measured thickness of the deposit in centimeters. Curved 
lines are isopachs. The Sakurasawa Lava Flow is a rootless flow from the Kengamine Agglutinate (Kng in Fig. 12) at the 
summit. Modified from Takada et al. (2016). Distribution of the lava flow was taken from Takada et al. (2016).

4. 20　S-22降下火砕物
地層名　泉ほか（1977）や宮地（1988）のS-22による．湯
舟第2スコリアとも呼ばれている（泉ほか，1977；宮地，
1988）．また，本降下火砕物と山頂部の剣ヶ峰アグルチ
ネート，これが二次流動した桜沢溶岩流を合わせて，剣ヶ
峰噴出物と呼ぶ（高田ほか，2016）． 
模式地　静岡県御殿場市太郎坊（Loc. 71；第3図）．
層序関係　模式地で，砂質風成層を挟んで荒巻降下火砕
物の上位1 cmの位置にある（第3図）．
分布と層厚　富士山の東側に分布し，分布主軸は山頂か
ら東北東に向く（第38図）．模式地で77 cm，山中湖東（Loc. 
75）で49 cm，遠方の大蔵野（Loc. 230）でも22 cmの層厚を
持つ．一方，山頂部で強溶結し，厚さ2 ～ 7 mの剣ヶ峰
アグルチネートとなる（第12図；高田ほか，2016）．さ
らに，このアグルチネートが二次流動した桜沢溶岩流は，
西南西山腹表層を構成しながら複数の支流に分かれ，標
高1,070 mまで流れ下っている（高田ほか，2016）． 
岩相　模式地では，黒色の発泡の良いスコリア角礫～亜

角礫の火山礫からなり，逆級化した3つのユニットに分
けられ，中央が最も厚く，最大径8 cmの牛糞状火山弾を
まばらに含んでいる．スコリアの色調は場所によって異
なり，分布主軸に近い大日堂では，赤褐色スコリアの占
める割合が多くなる．また，須走すぎな沢（Loc. 115）で
は層厚26 cmと薄いが，火砕物が斜面上に堆積したため，
上部が失われているとみられる．山頂部の銀明水（Loc. 
55）では，層厚340 cmで，強～弱溶結した黒色～赤褐色
の牛糞状火山弾とスコリア火山礫からなり，石質岩片を
まばらに含んでいる（第12図）．火山弾・スコリアはか
んらん石玄武岩で，径3 mm前後の斜長石斑晶を含んで
ある．
年代　S-22降下火砕物中の炭化木片（FJM420；Loc. 115・
FJM425；Loc.125）の 14C年代は両方が2,200±40 yBP，S-22
降下火砕物起源のラハール堆積物中の木片（FJM426；
Loc. 127）の 14C年代は2,190±40 yBPである（山元ほか，
2005；2011）．従って，本降下火砕物の噴出年代はこれ
らの値からを暦年較正した300 cal BC頃と判断できる（山
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元ほか，2005；高田ほか，2016）．
化学組成と対比　S-22降 下 火 砕 物 ス コ リ ア（TRB11，
KF03，KF08，04032702-4，05112701-9，090913-3） の
SiO2 量は50.5 ～ 50.7 wt%，MgO量は5.0 ～ 5.4 wt%，K2O
量は0.61 ～ 0.76 wt%，Zr量は69 ～ 91 ppm，Y量は20 ～
26 ppmで，K2O量の幅が大きい（資料集no. 702の表3・4）．
それでも剣ヶ峰アグルチネートの組成範囲内にあり，大
きく矛盾はしない（第33図）．
噴出地点　本降下火砕物は，給源近傍相の存在から，山
頂火口から噴出したと判断される．
体積　64 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約3×10-1 km3（岩石換算最小体積は約1×10-1 km3 
DRE，最小質量は約3×1011 kg）である.

５．須走-d 期の降下火砕物

山頂火口からS-22降下火砕物より後の300 cal BC頃以
降が，須走-d期である（高田ほか，2016）．この時期には
山腹での割れ目噴火が卓越したこと，宝永噴火を除いて
噴出物の小規模が小さかったことにより，降下火砕物の
分布は局在し，鍵層として山麓の広範囲に分布するもの
は存在しない．そのため，例えば上杉ほか（1987），上杉

（1990）が北東～東山麓の降下火砕物にたいして命名した
S-24-1，S-24-2などの名称を，この期の降下堆積物全体
に当てはめることは困難である．実際，Table 1に示し
たように，従来の研究では細分化されたS-24降下火砕物
群の対比は統一されておらず，かなり混乱している．そ
の代わりに山元ほか（2011）が東山腹のものに須走口馬返
降下火砕物群としたように，北東山腹のものには吉田口
降下火砕物群，南東山腹のものには御殿場口降下火砕物
群として，地域毎に下位から順に数字を付けている．ま
た，宮地（1988）は南東山腹で最初にS-22降下火砕物を覆
う降下火砕物をI-19とし，幕岩［宮地（1988）の地点216；
Miyaji et al. (1992) のStop 2-4］で，これを覆う土壌中の木
片から1,600±250 yBPの未補正 14C年代を報告していた．
しかし，同一地点のI-19中の炭化木片（1128C-4）から3,720
±40 yBP，I-19を覆う高田ほか（2016）の幕岩噴出物溶岩
流［宮地（1988）・Miyaji et al. （1992）のMKL-III］直下の炭
化木片（1128C-3）から3,860±40 yBPの須走-b期を示す
14C年代が得られた（山元ほか，2005）．これらの年代値
と幕岩に近い位置関係から判断すると，宮地（1988）の
I-19は，太郎坊（Loc. 71）のS-8降下火砕物（第3図）と対比
可能であろう．また，宮地（1988）・Miyaji et al. （1992）の
MKL-IIは高田ほか（2016）の二ッ塚溶岩流であるので，幕
岩においてI-27・I-29を挟んでMKL-IIの下位にあるI-21
を二ッ塚降下火砕物とする宮地（1988）の対比は間違いで
ある．このような理由から，本報告では南東山腹の噴出
物に対してI降下火砕物群の名称は用いない．なお，石
塚ほか（2007），鈴木ほか（2007），高田・小林（2007），高
田ほか（2016）で既に記載した鑵

か ん す や ま

子山火砕丘や焼野火砕丘

等，特定の火砕丘を構成する降下火砕物については，火
山地質図との重複を避けるため本報告では取り上げてい
ない．須走-d期の各火砕丘群の層序は，高田ほか（2016）
の図12にまとめられている．

5. 1　御殿場口1降下火砕物（GG-1）
地層名　新称．
模式地　静岡県御殿場市太郎坊（Loc. 71；第3図）．
層序関係　模式地で，砂質風成層を挟んでS-22降下火砕
物の上位1 cmの位置にある（第3図）． 
分布と層厚　模式地でのみ確認でき，層厚は2 cmである．
岩相　模式地では，黒色で発泡の良いスコリア角礫の火
山礫からなる．淘汰が良く，基質に火山灰を欠く．スコ
リアの平均最大径は1.9 cmである．また，スコリアには
斜長石斑晶が多く含まれる．
年代　下位のS-22降下火砕物の暦年代300 cal BC頃と上
位の二ッ塚降下火砕物の暦年代70 cal BC頃間を御殿場
口1 ～ 7降下火砕物で等間隔割りして，本降下火砕物は
270 cal BC頃と推定できる．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（TRB10）のSiO2

量は50.1 wt%，MgO量は5.4 wt%，K2O量は0.52 wt%，Zr
量は69 ppm，Y量は20 ppmである（資料集no. 702の表3）．
K2O量は下位のS-22降下火砕物よりも顕著に低く，組成
が異なっている．また，本降下火砕物に対比される噴出
物は確認できていない．
噴出地点　南東～南南東山腹からの噴出物とみられるが，
詳細は不明である．火口は，上位の二ッ塚・西二ッ塚・
宝永降下火砕物等の下に埋没している可能性が大きい．
体積　等層厚線が作成できず，本降下火砕物の体積は不
明である．

5. 2　御殿場口2降下火砕物（GG-2）
地層名　新称． 
模式地　静岡県御殿場市太郎坊（Loc. 71；第3図）．
層序関係　模式地で，砂質風成層を挟んで御殿場口2降
下火砕物の上位2 cmの位置にある（第3図）．
分布と層厚　模式地でのみ確認でき，層厚は2 cmである．
岩相　模式地では，黒色で発泡の良いスコリア角礫の火
山礫で，基質に径1 ～ 3 mmの細礫サイズの火山礫・火
山灰を持つ．スコリアの平均最大径は1.2 cmである．
年代　下位のS-22降下火砕物の暦年代300 cal BC頃と上
位の二ッ塚降下火砕物の暦年代70 cal BC頃間を御殿場
口1 ～ 7降下火砕物で等間隔割りして，本降下火砕物は
240 cal BC頃と推定できる．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリアの全岩化学組成
分析は，十分な試料が採取できなかったため，未実施で
ある．
噴出地点　南東～南南東山腹からの噴出物とみられるが，
詳細は不明である．火口は，上位の二ッ塚・西二ッ塚・
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宝永降下火砕物等の下に埋没している可能性が大きい．
体積　等層厚線が作成できず，本降下火砕物の体積は不
明である．

5. 3　御殿場口3降下火砕物（GG-3）
地層名　新称．
模式地　静岡県御殿場市太郎坊（Loc. 71；第3図）．
層序関係　模式地で，砂質風成層を挟んで御殿場口2降
下火砕物の上位1 cmの位置にある（第3図）．
分布と層厚　模式地でのみ確認でき，層厚は2 cmである．
岩相　模式地では，黒色で発泡の良いスコリア角礫の火
山礫からなり，正級化する．淘汰が良く，基質に火山
灰を欠く．スコリアの平均最大径は2.2 cmである．また，
スコリアは斑晶に乏しい．
年代　下位のS-22降下火砕物の暦年代300 cal BC頃と上
位の二ッ塚降下火砕物の暦年代70 cal BC頃間を御殿場
口1 ～ 7降下火砕物で等間隔割りして，本降下火砕物は
210 cal BC頃と推定できる．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（TRB09）のSiO2

量は50.3 wt%，MgO量は5.6 wt%，K2O量は0.47 wt%，Zr
量は50 ppm，Y量は16 ppmである（資料集no. 702の表3）．
本降下火砕物に対比される噴出物は，確認できていない．
噴出地点　南東～南南東山腹からの噴出物とみられるが，
詳細は不明である．火口は，上位の二ッ塚・西二ッ塚・
宝永降下火砕物等の下に埋没している可能性が大きい．
体積　等層厚線が作成できず，本降下火砕物の体積は不
明である．

5. 4　御殿場口4降下火砕物（GG-4）
地層名　新称．
模式地　静岡県御殿場市太郎坊（Loc. 71；第3図）．
層序関係　模式地で，高密度洪水流堆積物を挟んで御殿
場口3降下火砕物の上位43 cmの位置にある（第3図）．
分布と層厚　模式地でのみ確認でき，層厚は11 cmである．
岩相　模式地では，黒色で発泡の良いスコリア角礫の火
山礫からなり，逆級化する．淘汰が良く，基質に火山
灰を欠く．スコリアの平均最大径は2.5 cmである．また，
スコリアは径1 mm前後の斜長石斑晶を含む．
年代　下位のS-22降下火砕物の暦年代300 cal BC頃と上
位の二ッ塚降下火砕物の暦年代70 cal BC頃間を御殿場口
1 ～ 7降下火砕物で等間隔割りして，本降下火砕物は180 
cal BC頃と推定できる．南南東山腹から噴火した小天狗
溶岩流（高田ほか，2016）の炭化木片（021114C-2）の 14C年
代は2,120±40 yBPで，その暦年代は160 cal BC頃（山元
ほか，2005）と本降下火砕物もしくは次の御殿場口5降
下火砕物に近い．ただし，以下のように化学組成は大き
く異なる．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（TRB08）のSiO2

量は49.8 wt%，MgO量は5.8 wt%，K2O量は0.49 wt%，Zr

量は58 ppm，Y量は17 ppmである（資料集no. 702の表3）．
本降下火砕物に対比される噴出物は，確認できていな
い．層準の近い小天狗溶岩流のSiO2 量は51.1 ～ 51.2 wt%，
MgO量は4.3 ～ 4.3 wt%，K2O量は0.82 ～ 0.87 wt%，Zr量
は113 ppm，Y量は26 ppm［高橋ほか（2003）の試料9-96・
9-98］で，MgO・K2O・Zr量が全く一致しない．
噴出地点　南東～南南東山腹からの噴出物とみられるが，
詳細は不明である．火口は，上位の二ッ塚・西二ッ塚・
宝永降下火砕物等の下に埋没している可能性が大きい．
体積　等層厚線が作成できず，本降下火砕物の体積は不
明である．

5. 5　御殿場口5降下火砕物（GG-5）
地層名　新称．
模式地　静岡県御殿場市太郎坊（Loc. 71；第3図）．
層序関係　模式地で，砂質の風成層を挟んで御殿場口4
降下火砕物の上位7 cmの位置にある（第3図）． 
分布と層厚　模式地でのみ確認でき，層厚は13 cmである．
岩相　模式地では，黒色（一部赤褐色）で発泡の良いスコ
リア角礫の火山礫からなり，淘汰が良く，基質に火山
灰を欠く．スコリアの平均最大径は2.8 cmである．また，
スコリアは径2 mm前後の斜長石斑晶を含む．
年代　下位のS-22降下火砕物の暦年代300 cal BC頃と上
位の二ッ塚降下火砕物の暦年代70 cal BC頃間を御殿場
口1 ～ 7降下火砕物で等間隔割りして，本降下火砕物は
150 cal BC頃と推定できる． 
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（TRB07）のSiO2

量は49.5 wt%，MgO量は6.1 wt%，K2O量は0.41 wt%，Zr
量は49 ppm，Y量は15 ppmである（資料集no. 702の表3）．
本降下火砕物に対比される噴出物は，確認できていない．
本降下火砕物も，前述の小天狗溶岩流の全岩化学組成（高
橋ほか，2003）とは大きく異なる．
噴出地点　南東～南南東山腹からの噴出物とみられるが，
詳細は不明である．火口は，上位の二ッ塚・西二ッ塚・
宝永降下火砕物等の下に埋没している可能性が大きい．
体積　等層厚線が作成できず，本降下火砕物の体積は不
明である．

5. 6　御殿場口6降下火砕物（GG-6）
地層名　新称．
模式地　静岡県御殿場市太郎坊（Loc. 71；第3図）．
層序関係　模式地で，砂質の風成層を挟んで御殿場口5
降下火砕物の上位6 cmの位置にある（第3図）．
分布と層厚　模式地でのみ確認でき，層厚は4 cmである．
岩相　模式地では，黒色（一部赤褐色）で発泡の良いスコ
リア角礫の火山礫からなり，淘汰が良く，基質に火山
灰を欠く．スコリアの平均最大径は3.0 cmである．また，
スコリアは径2 mm前後の斜長石斑晶を含む．
年代　下位のS-22降下火砕物の暦年代300 cal BC頃と上
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位の二ッ塚降下火砕物の暦年代70 cal BC頃間を御殿場
口1 ～ 7降下火砕物で等間隔割りして，本降下火砕物は
120 cal BC頃と推定できる．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（TRB06）のSiO2

量は51.0 wt%，MgO量は5.5 wt%，K2O量は0.50 wt%，Zr
量は59 ppm，Y量は18 ppmである（資料集no. 702の表3）．
本降下火砕物に対比される噴出物は，確認できていない．
噴出地点　南東～南南東山腹からの噴出物とみられるが，
詳細は不明である．火口は，上位の二ッ塚・西二ッ塚・
宝永降下火砕物等の下に埋没している可能性が大きい．
体積　等層厚線が作成できず，本降下火砕物の体積は不
明である．

5. 7　御殿場口7降下火砕物（GG-7）
地層名　新称．
模式地　静岡県御殿場市太郎坊（Loc. 71；第3図）．
層序関係　模式地で，砂質の風成層を挟んで御殿場口6
降下火砕物の上位4 cmの位置にある（第3図）．
分布と層厚　模式地でのみ確認でき，層厚は14 cmである．
岩相　模式地では，黒色（一部赤褐色）で発泡の良いスコ
リア角礫の火山礫からなり，淘汰が良く，基質に火山
灰を欠く．スコリアの平均最大径は4.5 cmである．また，
スコリアは径2 mm前後の斜長石斑晶を含む．
年代　下位のS-22降下火砕物の暦年代300 cal BC頃と上
位の二ッ塚降下火砕物の暦年代70 cal BC頃間を御殿場
口1 ～ 7降下火砕物で等間隔割りして，本降下火砕物は
100 cal BC頃と推定できる．

化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（TRB05）のSiO2

量は49.8 wt%，MgO量は5.5 wt%，K2O量は0.57 wt%，Zr
量は74 ppm，Y量は21 ppmである（資料集no. 702の表3）．
本降下火砕物に対比される噴出物は，確認できていない．
噴出地点　南東～南南東山腹からの噴出物とみられるが，
詳細は不明である．火口は，上位の二ッ塚・西二ッ塚・
宝永降下火砕物等の下に埋没している可能性が大きい．
体積　等層厚線が作成できず，本降下火砕物の体積は不
明である．

5. 8　二ッ塚降下火砕物（Ftz）
地層名　宮地（1988）の二ッ塚スコリアによる．本降下火
砕物と二ッ塚火砕丘，二ッ塚溶岩流を合わせて，二ッ塚
噴出物と呼ぶ（高田ほか，2016）．
模式地　静岡県御殿場市太郎坊（Loc. 71；第3図）．
層序関係　模式地で，砂質の風成層を挟んで御殿場口7
降下火砕物の上位6 cmの位置にある（第3図）．
分布と層厚　二ッ塚は南東斜面に並んだ2つのスコリア丘 
からなり，山側のものの頂部が標高1,926 m（比高76 m）， 
麓側のものの頂部が標高1,802 m（比高92 m）である．本
降下火砕物は，二ッ塚から東山麓に広く分布し，模式地
では167 cmの層厚を持つ（第39図）．分主軸は，ほぼ東
を向く．
岩相　模式地では，黒色で発泡の良いスコリア角礫の火
山礫からなり粒径の異なる成層構造が顕著である．淘汰
が良く，基質に火山灰を欠く．スコリアの平均最大粒径
は3.1 cmである．石質岩片をほとんど含んでいない．ス

第 39 図 133 

 134 
  135 
第39図　二ッ塚降下火砕物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．山元ほか（2011）を改変．

Fig. 39    Distribution of the Futatsuzuka Pyroclastic Fall Deposit. Numerals are measured thickness of the deposit in centimeters. Curved 
lines are isopachs. Modified from Yamamoto et al. (2011).
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第40図   S-23降下火砕物の分布．数字は堆
積物の層厚（単位はcm）．曲線は
等層厚線．破線は，面積を計測し
た等層厚線領域の給源側境界を
示す．

Fig. 40    Distribution of the S-23 Pyroclastic 
F a l l  D e p o s i t .  N u m e r a l s  a r e 
measured thickness of the deposit 
in centimeters. Curved lines are 
isopachs. Dashed line shows the 
boundary of the source side of the 
isopach regions where the area was 
measured.

コリアは，径1 mm前後の斜長石斑晶を含むが量は少な
い．成層構造は遠方相でも確認でき，御殿場インターチェ
ンジ（Loc. 136）では層厚8 cmの粗粒～中粒砂サイズの火
山灰互層からなる．
年代　本降下火砕物直下の土壌中の炭質物（FJM402；
Loc. 84）の 14C年代は2,050±40 yBPで，70 cal BC頃に噴
火した（山元ほか，2005；高田ほか，2016）．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（TRB04，TRB04b）
のSiO2 量 は49.8 ～ 51.0 wt%，MgO量 は6.2 ～ 6.3 wt%，
K2O量は0.40 ～ 0.43 wt%，Zr量は41 ～ 46 ppm，Y量は
15 ～ 17 ppmである（第41図；資料集no. 702の表3）． 
噴出地点　南東山腹，二ッ塚からの噴出物である．
体積　16 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約4×10-2 km3（岩石換算最小体積は約2×10-2 km3 
DRE，最小質量は約4×1010 kg）である.

5. 9　S-23降下火砕物
地層名　泉ほか（1977）のS-23による．滝沢（Loc. 175）周
辺の柱状図から判断して，田島ほか（2007）のS-24-1に相
当する．
模式地　静岡県小山町須走すぎな沢（Loc. 115；第 9図）．
層序関係　模式地で，スコリア火山礫混じりの土壌化風
成層を挟んでS-22降下火砕物の上位10 cmの位置にある

（第9図）．二ッ塚降下火砕物とほぼ同じ層準にあり，山
元ほか（2011）では模式地や須走口馬返（Loc. 127）の降下
火砕物も，二ッ塚降下火砕物に含めていた．しかし，今
回の化学組成分析で本降下火砕物は二ッ塚降下火砕物
とK2O量が大きく異なることが明らかになり，むしろそ
の組成は北東山腹でS-22降下火砕物直上にあるスコリ

ア［田島ほか（2007）のS-24-1］と一致する．大日堂（Loc. 
124）では粗粒砂サイズのスコリア火山灰を，土壌等を挟
まずスコリア火山礫が覆うが，下位を二ッ塚降下火砕物，
上位を本降下火砕物に対比し直した．
分布と層厚　富士山の北東～東側に分布し，模式地や，
須走口馬返（Loc. 127），滝沢林道（Loc. 175），北富士演習
場（Loc. 170）で確認できる．その層厚は，それぞれ6 cm，
15 cm，37 cm，25 cmと北東山腹でより厚い．分布主軸は，
東北東を向く（第40図）．
岩相　模式地では，黒色の良く発泡したスコリア角礫の
火山礫からなり，淘汰が良く，基質に火山灰を欠く．ス
コリアの平均最大径は1.6 cmである．須走口馬返（Loc. 
127）では暗褐色（一部は赤褐色）の良く発泡したスコリア
角礫～亜角礫の火山礫からなり，粒度に違いによって成
層する．スコリアの平均最大径は4.2 cmである．滝沢林
道（Loc. 175）でも，暗褐色の良く発泡したスコリア角礫
～亜角礫の火山礫からなり，淘汰が良い．スコリアの平
均最大径は3.6 cmである．
年代　本降下火砕物からは，年代値が報告されていない．
二ッ塚降下火砕堆積物の直上にあることから，50 cal BC
頃と推定できる．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（FA09，DN06，
0511201-10，KF02，KF06）のSiO2 量 は49.1 ～ 51.4 wt%，
MgO量 は5.1 ～ 5.7 wt%，K2O量 は0.62 ～ 0.66 wt%，Zr
量は73 ～ 86 ppm，Y量は21 ～ 24 ppmである（資料集no. 
702の表3）．ほぼ同じ層準にある二ッ塚降下火砕物とは，
K2O・Zr量が大きく異なる（第41図）．
噴火地点　山頂部のS-22降下火砕物の上位に対応する火
口近傍相がないこと，北東山腹ほど層厚が大きいことか
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第41図   S-23，二ッ塚（Ftz），須走口 馬
返1（SU-1），須走口馬返2（SU-
2），吉田口1（YG-1），吉田口2

（YG-2）及び吉田口3（YG-3）降
下火砕物と雄鹿溶岩流及び赤
塚印野丸尾噴出物（Inm）のSiO2-
K2O含有量図．Aktは赤塚降下
火砕物．

Fig. 41    S iO2-K2O va r i a t ion d iag ram 
for the S-23, Futatsuzuka (Ftz), 
Subashiriguchi-Umagaeshi 1 (SU-
1), Subashiriguchi-Umagaeshi 
2 (SU-2),Yoshidaguchi 1 (YG-
1), Yoshidaguchi 2 (YG-2) and 
Yoshidaguchi 3 (YG-3) Pyroclastic 
Fall Deposits, the Ojika Lava Flow 
and the Akatsuka-Innomarubi 
Eruption Products (Inm). Akt is the 
Akatsuka Pyroclastic Fall Deposit.

ら，北側山腹のどこかから噴出したとみられる．しかし，
詳細は不明である．
体積　16 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約4×10-2 km3（岩石換算最小体積は約2×10-2 km3 
DRE，最小質量は約4×1010 kg）である. なお，この値は
降下火砕物の分布が確実な範囲で等層厚線を断ち切り

（第40図の破線），面積を計測して得られたものである．

5. 10　須走口馬返1降下火砕物（SU-1）
地層名　山元ほか（2011）の須走口馬返1降下火砕物によ
る．
模式地　静岡県小山町須走口馬返（Loc. 127；第8図）．
層序関係　模式地で，砂質の風成層を挟んでS-23降下火
砕物の上位13 cmの位置にある（第8図）．また，太郎坊

（Loc. 71）では，二ッ塚降下砕物と赤塚降下火砕物の間に
ある．
分布と層厚　本降下火砕物は，模式地や太郎坊（Loc. 
71）・大日堂（Loc. 124）から山麓の御殿場市水土野（Loc. 
84）にかけての広い範囲で追跡が可能である（第42図）．
模式地で8 cm，大日堂で20 cmの層厚を持つ．分布主軸
は東を向く．
岩相　模式地では，褐色～暗褐色の発泡の良いスコリア
角礫の火山礫からなる．淘汰が良く，基質に火山灰を欠
く．スコリアの平均最大径は4.8 cmである．また，径1 
mm前後の斜長石斑晶をまばらに含む．
年代　本降下火砕物中の炭質物（FJM401；Loc. 84）の 14C
年代は1,850±40 yBPで， 170 cal AD頃に噴火した（山元

ほか，2005；高田ほか，2016）．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（TRB03，FA08，
DN07）のSiO2 量は49.7 ～ 50.5 wt%，MgO量は5.4 ～ 5.5 
wt%，K2O量は0.63 ～ 0.67 wt%，Zr量は80 ～ 99 ppm，Y
量は22 ～ 27 ppmである（資料集no. 702の表3）．この組
成は，宝永火口北（Fig. 12）の火砕丘中の火山弾（010827-
7，010827-8，010827-9）の組成（SiO2 量は50.4 ～ 50.7 wt%，
MgO量は4.7 ～ 5.7 wt%，K2O量は0.65 ～ 0.71 wt%；資
料集no. 702の表4）と一致する．山元ほか（2011）では，こ
の火砕丘を岩質（かんらん石玄武岩）が良く似ることか
ら宝永火口の北側から流下した本降下火砕物直下にある
雄
お

鹿
じか

溶岩流（Ojk；高田ほか，2016）と同時に形成された
と考えていた．しかし，この溶岩（Y011201-1，031030-3，
031030-5）のSiO2 量 は50.3 ～ 50.9 wt%，MgO量 は5.1 ～
5.5 wt%，K2O量は0.75 ～ 0.80 wt%，Zr量は87 ～ 91 ppm，
Y量は25 ppmと明らかに火砕丘よりもK2O量が多いので

（資料集no. 702の表3・4；第41図），火砕丘と雄鹿溶岩
流は対比できない．
噴出地点　御殿場口登山道標高3,600 m ～ 3,100 m範囲の
すぐ北東側の岩稜最上部をつくる細長く延びた火砕丘を
給源とする．この火砕丘は北西−南東方向の割れ目噴火
口沿いに形成されたもので，その南端は宝永火口に断ち
切られている．また，この火砕丘はS-22降下火砕物を直
接覆う層厚3 ～ 4 mの赤褐色～赤色の牛糞状火山弾とス
コリア火山礫からなり，中央部が溶結している．
体積　8 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約3×10-2 km3（岩石換算最小体積は約1×10-2 km3 
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  144 第42図   須走口馬返1（SU-1）降下火砕物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．太線は割れ目火口．山元

ほか（2011）を改変．

Fig. 42    Distribution of the Subashiriguchi-Umagaeshi 1 (SU-1) Pyroclastic Fall Deposit. Numerals are measured thickness of the deposit 
in centimeters. Curved lines are isopachs, and a solid line is a fissure vent. Modified from Yamamoto et al. (2011).

DRE，最小質量は約3×1010 kg）である.

5. 11　須走口馬返2降下火砕物（SU-2）
地層名　山元ほか（2011）の須走口馬返2降下火砕物によ
る．
模式地　静岡県小山町須走口馬返（Loc. 127；第8図）．
層序関係　模式地で，砂質の風成層を挟んで須走馬返1
降下火砕物の上位2 cmの位置にある（第8図）．また，砂
質の風成層を挟んで西二ッ塚火砕物の下位にある．
分布と層厚　本降下火砕物は，模式地でのみ確認できた．
その層厚は5 cmである．
岩相　模式地では，発泡の極めて良いスパイノーズな形
態を持つスコリアの火山礫からなる．淘汰が良く，基質
に火山灰を欠く．スコリアの平均最大径は8 mmである．
また，スコリアには斜長石斑晶が多く含まれる．
年代　本降下火砕物からは，年代値が報告されていない．
須走口馬返1降下火砕堆積物の上位にあることから，200 
cal AD頃と推定する．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（FA07）のSiO2 量
は50.3 wt%，MgO量は5.4 wt%，K2O量は0.50 wt%，Zr量
は63 ppm，Y量は19 ppmである（第41図，資料集no. 702
の表3）．
噴出地点　太郎坊（Loc. 71）で須走口馬返1・西二ッ塚降
下火砕物間に確認できないことは，少なくとも本降下火
砕物が南東斜面の山腹噴火の産物ではないことを意味し
ている．おそらく須走口登山道周辺の東山腹の噴火産物

と見られるが，詳細は不明である（山元ほか，2011）．
体積　等層厚線が作成できず，本降下火砕物の体積は不
明である．

5. 12　吉田口1降下火砕物（YG-1）
地層名　新称．滝沢（Loc. 175）周辺の柱状図から判断し
て，田島ほか（2007）のS-24-2に相当する．
模式地　山梨県富士吉田市の滝沢沿い標高1,360 m（Loc. 
175；第11図）．
層序関係　模式地で，砂質の風成層を挟んでS-23降下火
砕物の上位2 cmの位置にある（第11図）．
分布と層厚　本降下火砕物は，模式地から北東山麓の北
富士演習場（Loc. 170・Loc. 171）にかけての範囲に分布
する（第43図）．模式地で9 cm，北富士演習場で14 ～ 15 
cmの層厚を持つ．分布主軸は東を向くものと推定でき
る． 
岩相　模式地では，発泡の極めて良いスパイノーズな形
態を持つスコリアの火山礫からなる．淘汰が良く，基質
に火山灰を欠く．スコリアの径は1 ～ 2 cmである．
年代　 本 降 下 火 砕 物 直 下 の 炭 質 物（05112701C；Loc. 
175）の 14C年 代 は1,830±40 yBPで，180 cal AD頃 に 噴
火した（高田ほか，2016）．この年代は，本降下火砕物
が50 cal AD頃のS-23降下火砕堆積物と300 cal AD頃の
滝 沢B火 砕 流 堆 積 物（FJM413，031011-6，03110304C-2，
05112407C；山元ほか，2015；高田ほか，2016）の間にあ
ることと良く一致する．
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  147 第43図   吉田口1（YG-1）降下火砕物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．破線は，

面積を計測した等層厚線領域の給源側境界を示す．

Fig. 43    Distribution of the Yoshidaguchi 1 (YG-1) Pyroclastic Fall Deposit. Numerals are measured thickness of the 
deposit in centimeters. Curved lines are isopachs. Dashed line shows the boundary of the source side of the 
isopach regions where the area was measured.

化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（TK02，KF05，
KF15）のSiO2 量 は48.9 ～ 50.3 wt%，MgO量 は5.3 ～ 5.6 
wt%，K2O量は0.62 ～ 0.64 wt%，Zr量は72 ～ 78 ppm，Y
量は22 ～ 24 ppmである（資料集no. 702の表3）．層準が
かなり近く，スコリアの外観も似る須走口馬返2降下火
砕物よりも，K2O量が多く，両者は対比できない（第41図）．
噴出地点　層厚分布（第43図）から北東山腹のどこかか
ら噴出したとみられるが，詳細は不明である．
体積　8 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約6×10-3 km3（岩石換算最小体積は約3×10-3 km3 
DRE，最小質量は約6×109 kg）である. なお，この値は
降下火砕物の分布が確実な範囲で等層厚線を断ち切り

（第43図の破線），面積を計測して得られたものである．

5. 13　吉田口2降下火砕物（YG-2）
地層名　新称．滝沢（Loc. 175）周辺の柱状図から判断し
て，田島ほか（2007）のS-24-3に相当する．本降下火砕物
と滝沢B火砕流堆積物（Tak-B）を合わせて，吉田口2噴出
物と呼ぶ．
模式地　山梨県富士吉田市の滝沢沿い標高1,360 m（Loc. 
175；第11図）．
層序関係　模式地で，風成層を挟まず滝沢B火砕流堆積

物を覆う（第11図）．また，資材林道（Loc. 174）では，吉
田口1・3降下火砕物間に位置している．
分布と層厚　北東山腹に局所的に分布する．層厚は模式
地で1.5 cm，資材林道（Loc. 174）で6 cmである．
岩相　模式地では，平均最大径1.5 cmのスコリア火山礫
からなる．資材林道（Loc. 174）では，発泡の悪い亜角礫
スコリア火山礫からなり，その平均最大径1.5 cmは2.7 
cmである．
年代　本降下火砕物からは，年代値が報告されていな
い．300 cal AD頃の滝沢B火砕流堆積物（FJM413，031011-
6，03110304C-2，05112407C；山元ほか，2005；高田ほか，
2016）の直上層準にあることから，300 cal AD頃と推定した．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（KF14）のSiO2

量は49.8 wt%，MgO量は5.7 wt%，K2O量は0.67 wt%，Zr
量は81 ppm，Y量は26 ppmである（資料集no. 702の表3）．
この組成は直下の滝沢B火砕流堆積物の本質岩塊（TK03）
の組成（SiO2 量は50.2 wt%，MgO量は5.6 wt%，K2O量は
0.68 wt%，Zr量は80 ppm，Y量は23 ppm；資料集no. 702
の表3）と良く一致する（第41図）．おそらく，両者は同
じ噴火の産物であろう．
噴出地点　北東山腹からの噴出物とみられるが，詳細は
不明である．滝沢B火砕流火砕流の分布は北東斜面の標
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高2,200 m付近まで確認できるが（高田ほか，2016），そ
の上部斜面に明瞭な火口地形はない．
体積　等層厚線が作成できず，本降下火砕物の体積は不
明である． 

5. 14　吉田口3降下火砕物（YG-3）
地層名　新称．滝沢（Loc. 175）周辺の柱状図から判断し
て，田島ほか（2007）のS-24-4に相当する．
模式地　山梨県富士吉田市の滝沢沿い標高1,360 m地点

（Loc. 175；第11図）．
層序関係　模式地で，滝沢A・B火砕流堆積物間にあ
り，砂質の風成層を挟んで富士吉田口2降下火砕物の上
位8 cmの位置にある（第11図）．資材林道（Loc. 174）では，
550 cal AD頃の檜丸尾1溶岩流（高田ほか，2016）に覆わ
れる．
分布と層厚　北東山腹に局所的に分布する．層厚は模式
地で2 cm，資材林道（Loc. 174）で13 cmである．
岩相　模式地では，スパイノーズな形態を持つスコリア
火山礫からなる．スコリアの最大径は約4 mmである．
年代　本降下火砕物からは，年代値が報告されていない．
300 cal AD頃の滝沢B火砕流堆積物（FJM413，031011-6，
03110304C-2，05112407C；山元ほか，2005；高田ほか，
2016）と500 cal AD頃の滝沢A火砕流堆積物（04032802-1，
04032802-5；中野ほか，2007）の間にあることから，400 
cal AD頃と推定した． 
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（TK05，KF14）
のSiO2 量 は49.3 ～ 50.1 wt%，MgO量 は5.5 ～ 5.6 wt%，
K2O量は0.61 ～ 0.67 wt%，Zr量は79 ～ 83 ppm，Y量は
23 ～ 27 ppmである（第41図；資料集no. 702の表3）．
噴出地点　北東山腹からの噴出物とみられるが，詳細は
不明である．
体積　等層厚線が作成できず，本降下火砕物の体積は不
明である．

5. 15　吉田口4降下火砕物（YG-4）
地層名　新称．滝沢（Loc. 175）周辺の柱状図から判断し
て，田島ほか（2007）のS-24-5に相当する．
模式地　山梨県富士吉田市の滝沢沿い標高1360 m地点

（Loc. 175；第11図）．
層序関係　模式地で，滝沢A・B火砕流堆積物間にあり，
砂質の風成層を挟んで富士吉田口3降下火砕物の上位2 
cmの位置にある（第11図）．
分布と層厚　本降下火砕物は，模式地でのみ確認できた．
その層厚は4 cmである．
岩相　模式地では，スコリア火山礫からなる．淘汰が良
く，基質に火山灰を欠く．スコリアの最大径は約1 cmで
ある．
年代　本降下火砕物からは，年代値が報告されていない．
300 cal AD頃の滝沢B火砕流堆積物（FJM413，031011-6，

03110304C-2，05112407C；山元ほか，2005；高田ほか，
2016）と500 cal AD頃の滝沢A火砕流堆積物（04032802-1，
04032802-5；中野ほか，2007）の間にあることから，400 
cal AD頃と推定した． 
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（TK06）のSiO2

量は50.2 wt%，MgO量は5.9 wt%，K2O量は0.55 wt%，Zr
量は66 ppm，Y量は20 ppmである（資料集no. 702の表3）．
噴出地点　北東山腹からの噴出物とみられるが，詳細は
不明である．
体積　等層厚線が作成できず，本降下火砕物の体積は不
明である．

5. 16　高鉢駐車場降下火砕物（Tkc）
地層名　高田ほか（2016）の高鉢駐車場降下スコリア堆積
物による．宮地（1988）の大淵スコリア（OBC）に相当す
るが，津屋（1968，1971）の大淵溶岩流と地層名が重複す
るので，高田ほか（2016）で再定義した．なお，山元ほか

（2005）で 14C年代（021108-04-5c，021108-04-6c）を報告し
た大淵スコリアは，本降下火砕物ではなく大淵丸尾火砕
丘（高田ほか，2016）の降下スコリアである．
模式地　静岡県富士宮市の富士山スカイライン高鉢駐車
場（北高鉢山GSJ-FJ-4’トレンチ；Loc. 179）．
層序関係　S-22降下火砕物の上位にあり，神津島天上山
テフラ降下層準の下位にある（Kobayashi et al., 2007）．
分布と層厚　模式地から南山麓に向かって分布が伸びる

（第44図；宮地，1988；高田ほか，2007）．模式周辺で
層厚が100 cmを超える．
岩相　模式地の本降下火砕物は，地表の直ぐ下にある赤
褐色の発泡の極めて良いスコリア角礫の火山礫からなり，
地表面に平行に下位層をマントル被覆している．スコリ
アの平均最大径は2.5 cmである．また，模式地の周辺で
は径20 ～ 30 cmの火山弾も含まれる．
年代　神津島天上山テフラとの層序関係から，AD 838
以前の噴出物である（高田・小林，2007）．小松原ほか

（2007）は，静岡県富士市の浮が原低地帯の群列ボーリン
グで本降下火砕物を確認し，上下層の 14C年代から噴火
年代を400 ～ 440 cal ADに絞り込んだ．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（T021108-01）の
SiO2 量は50.0 wt%，MgO量は5.8 wt%，K2O量は0.61 wt%，
Zr量は82 ppm，Y量は28 ppmである（資料集no. 702の表4）．
噴火地点　宮地（1988）は本降下火砕物の噴出源を南山
腹の標高1,649 mの高鉢山に想定したが，高鉢山山頂部
ではS-22降下火砕物より下位のスコリア群が堆積して
いることがトレンチ調査により確認された（高田・小
林，2007）．噴出火口は，高鉢山の北方，高鉢駐車場付
近で富士山スカイラインを挟むように南北に並ぶ，直径
100 mの2つの火口状凹地付近と考えられる（高田・小林，
2007）．この付近では，層厚・粒径が最も大きく，火山
弾も多く見られる．本降下火砕物は溶岩流を伴わず，ま
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た，噴出源に大型の火砕丘を形成していない．
体積　16 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約2×10-2 km3（岩石換算最小体積は約8×10-3 km3 
DRE，最小質量は約2×1010 kg）である.

5. 17　赤塚降下火砕物（Akt）
地層名　宮地（1988）の赤塚スコリアによる．本降下火砕
物と赤塚火砕丘，印

い ん の ま る び

野丸尾溶岩流を合わせて，赤塚印野
丸尾噴出物と呼ぶ（Inm；高田ほか，2016）．
模式地　静岡県御殿場市太郎坊（Loc. 71；第3図）．
層序関係　模式地で，砂質の風成層を挟んで御殿場口7
降下火砕物の上位7 cmの位置にある（第3図）．
分布と層厚　本降下火砕物は，南東斜面の標高1470 mか
ら1,130 mに並ぶ火砕丘群，山側から，上ノ赤塚（頂部標
高1,477 m），赤塚（頂部標高1,271 m），馬ノ頭（頂部標高
1,221 m）の周辺に分布する（第45図）．これらの火砕丘は
いずれも東～南東に開いた非対称な火口を持ち，ここか
らアア溶岩である印野丸尾溶岩流が標高600 m付近まで
流下している．
岩相　模式地では，黒色～赤褐色で発泡の極めて良いス
コリア角礫の火山礫からなる．スコリアの平均最大径は
2.2 cmで，無斑晶状である．
年代　印野丸尾溶岩流中の炭化木片（041127C-1）の 14C年
代は1,600±40 yBPで， 470 cal AD頃に噴火した（高田ほ
か，2007；2016）． 
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（TRB02）のSiO2

量は50.1 wt%，MgO量は5.7 wt%，K2O量は0.80 wt%，Zr
量は100 ppm，Y量は26 ppmである（資料集no. 702の表3）．
一方，印野丸尾溶岩流（030226-1，T04112602）のSiO2 量
は50.2 ～ 50.3 wt%，MgO量 は5.4 ～ 5.7 wt%，K2O量 は
0.79 ～ 0.80 wt%，Zr量は94 ppm，Y量は26 ppmで（資料
集no. 702の表3・4），TRB02と組成が一致する（第41図）．
噴出地点　南東山腹の赤塚周辺の火砕丘群からの噴出物
である．
体積　8 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約4×10-3 km3（岩石換算最小体積は約2×10-3 km3 
DRE，最小質量は約4×109 kg）である．また，この噴火
に伴った印野丸尾溶岩流の体積は，その平均層厚を5 m
として約2×10-2 km3 DREと見積もられる．

5. 18　西二ッ塚降下火砕物（Nft）
地層名　宮地（1988）の西二ッ塚スコリア（I-29）による．
模式地　静岡県御殿場市太郎坊（Loc. 71；第3図）．
層序関係　模式地で，砂質の風成層を挟んで赤塚降下火
砕物の上位5 cmの位置にある（第3図）．南東山腹の幕岩
の上流［宮地（1988）の地点218］では，砂質の風成層を挟
んで二ッ塚溶岩流［宮地（1988）のMKL-II］を覆う．さら
に同地点で本降下火砕物を覆う宮地（1988）のI-30は，山
元ほか（2011）の赤塚西スパター丘，高田ほか（2016）の赤

第 44 図 148 

 149 
  150 

第44図   高鉢駐車場降下火砕物の分布．数字は堆積物の層
厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．太線は割れ目火
口．高田・小林（2007）を改変．

Fig. 44    Distribution of the Takahachi-chushajo Pyroclastic 
Fall Deposit. Numerals are measured thickness of the 
deposit in centimeters. Curved lines are isopachs, and 
a solid line is a fissure vent. Modified from Takada and 
Kobayashi (2007).
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第 45 図 151 

 152 
  153 

第45図   赤塚降下火砕物と印野丸尾溶岩流の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．溶
岩分布は，高田ほか（2016）による．

Fig. 45    Distribution of the Akatsuka Pyroclastic Fall Deposit and the Innomarubi Lava Flow. Numerals are 
measured thickness of the deposit in centimeters. Curved lines are isopachs. Distribution of the lava flow 
was taken from Takada et al. (2016).

塚西火砕丘に対比可能である．また，須走口馬返（Loc. 
127）では，須走口馬返2・3降下火砕物の間にある（第8
図）． Kobayashi et al. (2007)は太郎坊（Loc. 71）において，
本降下火砕物が神津島天上山テフラ降下層準よりも下位
にあることを確認している．
分布と層厚　本降下火砕物は，東～南東山腹に分布する

（第46図）．模式地での層厚は10 cmである．給源に近い
幕岩の上流では，層厚40 cmである．
岩相　模式地では，黒色（一部赤褐色）で発泡の良いスコ
リア角礫の火山礫からなる．淘汰が良く，基質に火山灰
を欠く．スコリアの平均最大径は4.2 cmで，斑晶量は少
ない．
年代　本降下火砕物からは，年代値が報告されていない．
赤塚降下火砕物の上位にあることから，550 cal AD頃と
推定する（山元ほか，2005；高田ほか，2016）． 
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（TRB01，FA06）
のSiO2 量 は49.9 ～ 50.1 wt%，MgO量 は5.4 ～ 5.6 wt%，
K2O量は0.55 ～ 0.61 wt%，Zr量は69 ～ 82 ppm，Y量は
20 ～ 24 ppmである（資料集no. 702の表3）．
噴出地点　宝永山の南東1.5 kmにある宝永噴出物に
覆われた無名の火砕丘が給源と考えられている（宮地，
1988）． 
体積　4 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約1×10-2 km3（岩石換算最小体積は約4×10-3 km3 
DRE，最小質量は約1×1010 kg）である.

5. 19　須走口馬返3降下火砕物（SU-3）
地層名　山元ほか（2011）の須走口馬返3降下火砕物による．
模式地　静岡県小山町須走口馬返（Loc. 127；第8図）．
層序関係 模式地で，砂質の風成層を挟んで西二ッ塚降下
火砕物の上位2 cmの位置にある（第8図）．また，東山腹 
の海苔川溶岩流の直上にある（愛7図）．
分布と層厚　本降下火砕物は，東山腹の模式地と大日堂

（Loc. 124）で確認できる．模式地では20 cm，大日堂では8 
cmの層厚を持つ．分布主軸は東～東南東を向く（第47図）．
岩相　模式地では，黒色～褐色の発泡の良いスコリア角
礫の火山礫からなる．淘汰が良く，基質に火山灰を欠く．
スコリアの平均最大径は3.6 cmで，径2 mm前後の斜長
石斑晶を含む．
年代　本降下火砕物からは，年代値が報告されていな
い．上下層との層序関係，特に西二ッ塚降下火砕物の直
上にあることから，600 cal AD頃と推定する（山元ほか，
2011）．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（FA05，DN08，
FA12）のSiO2 量 は49.7 ～ 50.3 wt%，MgO量 は5.1 ～ 5.6 
wt%，K2O量は0.58 ～ 0.64 wt%，Zr量は73 ～ 84 ppm，Y
量は21 ～ 22 ppmである（資料集no. 702の表3）．一方， 
ほ ぼ 同 じ 層 準 に あ る 海 苔 川 溶 岩 流（Nrk；020801-1-2，
031031-1，031031-4，031102-1）のSiO2 量 は50.4 ～ 51.0 
wt%，MgO量は4.8 ～ 5.7 wt%，K2O量は0.70 ～ 0.72 wt%，
Zr量は80 ～ 87 ppm，Y量は22 ～ 25 ppmである（山元ほか，
2011；資料集no. 702の表3）．明らかにK2O量が両者で異



− 570 −

地質調査研究報告　2020 年　第 71 巻　第 6号

第 47 図 157 
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第47図   須走口馬返3（SU-3）降下火砕物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．
破線は，面積を計測した等層厚線領域の給源側境界を示す．

Fig. 47    Distribution of the Subashiriguchi-Umagaeshi 3 (SU-3) Pyroclastic Fall Deposit. Numerals are 
measured thickness of the deposit in centimeters. Curved lines are isopachs. Dashed line shows the 
boundary of the source side of the isopach regions where the area was measured.

なる（第48図）．
噴出地点　太郎坊（Loc. 71）で西二ッ塚降下火砕物の上位
に確認できないことは，少なくとも本降下火砕物が南東
斜面の山腹噴火の産物ではないことを意味している．お
そらく須走口登山道周辺の東山腹の噴火産物と見られる
が，詳細は不明である（山元ほか，2011）．

第46図   西二ッ塚降下火砕物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．山元ほか
（2011）を改変．

Fig. 46    Distribution of the Nishifutatsuzuka Pyroclastic Fall Deposit. Numerals are measured thickness of the 
deposit in centimeters. Curved lines are isopachs. Modified from Yamamoto et al. (2011).

体積　8 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約6×10-3 km3（岩石換算最小体積は約2×10-3 km3 
DRE，最小質量は約6×109 kg）である. なお，この値は
降下火砕物の分布が確実な範囲で等層厚線を断ち切り

（第47図の破線），面積を計測して得られたものである．
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第48図   須走口馬返3（SU-3），須走口馬
返4（SU-4），須走口馬返5（SU-
5），須走口馬返6（SU-6），須走
口馬返6（́SU-6´）及び須走口馬
返7（SU-7）降下火砕物と海苔川

（Nrk），須走口1（Sub1），鷹丸
尾（Tam）及び須走口2（Sub2）溶
岩流のSiO2-K2O含有量図．

Fig. 48    SiO2-K2O variation diagram for the 
Subashiriguchi-Umagaeshi 3 (SU-3), 
Subashiriguchi-Umagaeshi 4 (SU-4), 
Subashiriguchi-Umagaeshi 5 (SU-5), 
Subashiriguchi-Umagaeshi 6 (SU-6), 
Subashiriguchi-Umagaeshi 6´ (SU-
6´) and Subashiriguchi-Umagaeshi 7 
(SU-7) Pyroclastic Fall Deposits and 
the Norikawa (Nrk), Subashiriguchi 
1 (Sub1), Takamarubi (Tam) and 
Subashiriguchi 2 (Sub2) Lava 
Flows.

5. 20　須走口馬返4降下火砕物（SU-4）
地層名　山元ほか（2011）の須走口馬返4降下火砕物によ
る．Kobayashi et al. (2007) が，須走五合目（Loc. 101）で
S-24-5としたものは，本降下火砕物である（第1表）．
模式地　静岡県小山町須走口馬返（Loc. 127；第8図）．
層序関係　模式地で，砂質の風成層を挟んで須走口馬返
3降下火砕物の上位7 cmの位置にある（第8図）．東山腹
の海苔川溶岩流を，風成層を挟んで覆っている（第6図；
山元ほか，2011）．また，本降下火砕物と東山腹の須走
口1溶岩流は，風成層を挟んで須走口馬返5降下火砕物
に覆われることから，両者は近い層準にあるものとみら
れる（山元ほか，2011）．
分布と層厚　本降下火砕物は，東山腹の模式地や須走口
五合目（Loc. 101）で確認できる（第49図）．模式地では6 
cm，須走口五合目では59 cmの層厚を持つ．分布主軸は
東を向く．
岩相　模式地では，黒色で発泡の極めて良いスパイノー
ズ形態を持つスコリアの火山礫からなり，最上部に粗粒
なスコリア火山礫が濃集する．淘汰が良く，基質に火山
灰を欠く．スコリアの平均最大径は1.6 cmで，径2 mm
前後の斜長石斑晶を含み，かんらん石斑晶も多い．
年代　本降下火砕物を覆う砂質風成層中の植物片

（FJM614；Loc. 101）の 14C年 代 は1,130±40 yBPで， そ
の暦年代は780 cal AD ～ 990 cal ADである（山元ほか，
2005）．ただし，本降下火砕堆積物は神津島天上山テフ
ラ降下層準よりも下位にあるのでAD 838よりも若くな
ることはなく，噴火年代は700 cal AD頃とされている（山

元ほか，2011）． 
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（FA04，FA17）の
SiO2量は49.4 ～ 49.7 wt%，MgO量は5.2 ～ 5.6 wt%，K2O
量は0.64 ～ 0.70 wt%，Zr量は88 ～ 91 ppm，Y量は23 ～
25 ppmである（資料集no. 702の表3）．層準が近い須走口
1溶 岩 流（Sub1；090914-2，090915-2）のSiO2量 は50.8 ～
51.1 wt%，MgO量は4.7 wt%，K2O量は0.70 wt%，Zr量は
74 ～ 77 ppm，Y量は23 ppmで（山元ほか，2011；資料集
no. 702の表3），SiO2やMgO，Zr量が異なる（第48図）．
噴出地点　等層厚線の収斂状況から，須走口登山道の五
～八合目を中心とした範囲から噴出したとみられる（山
元ほか，2011）．ただし，その範囲は須走口1・2溶岩流
下に埋没しており，火口地形は確認できない．
体積　8 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約2×10-3 km3（岩石換算最小体積は約8×10-4 km3 
DRE，最小質量は約2×109 kg）である. なお，この値は
降下火砕物の分布が確実な範囲で等層厚線を断ち切り

（第49図の破線），面積を計測して得られたものである．

5. 21　須走口馬返5降下火砕物（SU-5）
地層名　山元ほか（2011）の須走口馬返5降下火砕物によ
る．延

えんりゃく

暦噴火の産物である（山元ほか，2011）．Kobayashi 
et al. (2007) が，山中林道（Loc. 148）でS-24-5-1，須走五
合目（Loc. 101）でS-24-6としたものも，本降下火砕物で
ある（第1表）．
模式地　静岡県小山町須走口馬返（Loc. 127；第8図）．
層序関係 模式地で，砂質の風成層を挟んで須走口馬返4
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降下火砕物の上位16 cmの位置にある（第8図）．本降下
火砕堆積物の直上に神津島天上山テフラの降下層準が
確認されている（山元ほか，2011）．また，東山腹の須走
口1溶岩流を間に風成層を挟んで覆っている（山元ほか，
2011）．北東山麓（Loc. 169，Loc. 207）で鷹

たかまる

丸尾
び

溶岩流（高
田ほか，2016）の直下にあるS-24-7とされた降下火砕物

（中野ほか，2007）も，本降下火砕物に対比される．さら
に，滝沢林道の標高1,920 ｍ付近（Loc. 172）では，鷹丸尾
林道溶岩流（高田ほか，2016）に直接覆われる．
分布と層厚　本降下火砕物は，東山腹の模式地や須走
口登山道沿いで確認できる（第50図）．模式地では9 cm，
須走口五合目（Loc. 101）では20 cmの層厚を持つ．北東山
腹のLoc. 172で3 mの層厚を持ち，確認できたうちでは
最も厚い．分布主軸は東北東を向き，山中湖西岸でも10 
cmの層厚を持つ． 
岩相　模式地では，褐色で発泡の良いスコリア角礫～亜
角礫の火山礫からなる．基質には土壌混じり，やや淘汰
の悪い見かけを持つ．スコリアの平均最大径は3.2 cmで，
径2 mm前後の斜長石斑晶が多い．また，スコリアの発
泡は良いものの下位の須走口4降下火砕物や上位の須走
口馬返6降下火砕物ほどには発泡しない．また，亜角礫
の形態を持つものが特徴的に含まれ，上下層とは見かけ
が異なっている 
年代　本降下火砕物直下の砂質風成層中の植物片

（FJM416；Loc. 101）の 14C年 代 は1,130±40 yBPで， そ
の暦年代は780 cal AD ～ 990 cal ADである（山元ほか，
2005）．また，対比される忍野GSJ-FJ-55トレンチ（Loc. 
207）のS-24-7スコリア直下の土壌（FJ-55-2）の 14C年代は
1,260±40 yBPで，その暦年代は670 cal AD ～ 870 cal AD
である（中野ほか，2007）．さらに，本降下火砕堆積物

第 49 図 163 
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第49図   須走口馬返4（SU-4）降下火砕物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等層厚線．
破線は，面積を計測した等層厚線領域の給源側境界を示す．山元ほか（2011）を改変．

Fig. 49    Distribution of the Subashiriguchi-Umagaeshi 4 (SU-4) Pyroclastic Fall Deposit. Numerals are 
measured thickness of the deposit in centimeters. Curved lines are isopachs. Dashed line shows the 
boundary of the source side of the isopach regions where the area was measured. Modified from 
Yamamoto et al. (2011).

直上には神津島天上山テフラの降下層準があることか
ら，噴火年代はAD 838よりも若くなることはなく，AD 
800–802の延暦噴火の産物と考えられている（山元ほか，
2011）．

延暦噴火は「日本記略」に記録されたもので，砂礫が霰
のように降り，相模国の足柄路に影響を及ぼしたとされ
る（小山，1998b）．従って，この噴火は東山腹で発生し
たもので，東北東山麓に広がる本降下火砕物の分布と
良く一致する．小山（1998b）は，鷹丸尾溶岩流を覆う土
壌層から神津島天上山テフラに対比できる火山ガラス片
が見つかったこと，檜丸尾第2溶岩流（津屋，1968）直下
から8世紀の土器が出土したことから（上杉ほか，1995），
須走口登山道沿いから流下した鷹丸尾・檜丸尾第2溶岩
流を延暦噴火の産物として，延暦噴火の災害史を論じた．
小山（1998b）の古文書に対する文献史学的考察に異論は
ないが，神津島天上山テフラの産状については5.23節で
述べるように再考の必要があり，本報告では鷹丸尾溶岩
流を別の噴火の産物と考えている．後述するように，上
杉（2003）も溶岩流下からの出土品を理由に，鷹丸尾溶岩
流を延暦噴火とする考え（上杉ほか，1995）を自ら修正し
ている．なお，小山（1998b）は北山麓で貞観噴出物の直
下にある天神山伊賀殿山噴出物（高田ほか，2016）につい
ても延暦噴火の可能性を指摘していた．しかし，この噴
出物の下位から神津島天上山テフラが見つかり，延暦噴
火とは別のAD 838 ～ AD 864に噴火したことが明らかに
なっている（Kobayashi et al., 2007）．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（FA03，FA16a，
Fa16b，KF01，KF04，KF07）のSiO2 量は49.1 ～ 51.3 wt%，
MgO量 は5.3 ～ 5.7 wt%，K2O量 は0.62 ～ 0.71 wt%，Zr
量は69 ～ 93 ppm，Y量は20 ～ 25 ppmである（資料集no. 
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  168 第50図   須走口馬返5（SU-5）降下火砕物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等

層厚線．破線は，面積を計測した等層厚線領域の給源側境界を示す．

Fig. 50    Distribution of the Subashiriguchi-Umagaeshi 5 (SU-5) Pyroclastic Fall Deposit. Numerals 
are measured thickness of the deposit in centimeters. Curved lines are isopachs. Dashed line 
shows the boundary of the source side of the isopach regions where the area was measured.

702の表3）．本スコリアのK2O量やZr量は後述する鷹丸
尾溶岩流のそれらよりも有意に少ない（第48図）．むし
ろ，鷹丸尾溶岩流の組成は更に上位の須走口6´降下火砕
物と一致する．
噴出地点　北東山腹から噴出したとみられる（山元ほか，
2011）．ただし，その範囲は須走口2溶岩流下に埋没して
おり，火口地形は確認できない．
体積　8・16・32 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物
の最小体積は約2×10-2 km3（岩石換算最小体積は約8×
10-3 km3 DRE，最小質量は約2×1010 kg）である. なお，こ
の値は降下火砕物の分布が確実な範囲で等層厚線を断ち
切り（第50図の破線），面積を計測して得られたもので
ある．

5. 22　須走口馬返6降下火砕物（SU-6）
地層名　山元ほか（2011）の須走口馬返6降下火砕物に
よる．Kobayashi et al. （2007）が，山中林道（Loc. 148）で
S-24-5-2，須走五合目（Loc. 101）でS-24-7，大日堂（Loc. 
124）でS-24-6としたものは，全て本堆積物である（第1
表）．また，小山（1998b）の須走口スコリアb（Sb-b）も本
降下火砕物と同じものである．
模式地　静岡県小山町須走口馬返（Loc. 127；第8図）．
層序関係 模式地で，砂質の風成層を挟んで須走口馬返5
降下火砕物の上位8 cmの位置にある（第8図）．また，本

降下火砕堆積物直下の風成層からは，神津島天上山テフ
ラが検出されている（山元ほか，2011）．須走口五合目よ
り山側では，火山弾を伴うようになりスパター丘をつく
るとしていたが（山元ほか，2011），この上部を構成する
火山弾は模式地の須走口馬返6降下火砕物スコリアと組
成が大きく異なることが明らかになったので須走口馬返
6´降下火砕物として分離する．
分布と層厚　本降下火砕物は，東山腹の模式地や須走
口登山道沿いで確認できる（第51図）．模式地では7 cm，
須走口本五合目（Loc. 97）では70 cmの層厚を持つ．分布
主軸は北東を向く． 
岩相　模式地では，暗褐色～赤褐色の発泡の極めて良い
スコリア角礫の火山礫からなり，スコリアはスパイノー
ズな形態を持つ．淘汰が良く，基質に火山灰を欠く．ス
コリアの平均最大径は2.7 cmで，斑晶量は少ない．
年代　本降下火砕物は神津島天上山テフラ降下層準の上
位にあること，かつ後述する1,000 cal AD頃の須走口2溶
岩流の下位にあることから900 cal AD頃の噴火の産物で
ある（山元ほか，2011）．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（FA02，FA10，
FA11，FA14，FA15）のSiO2量は50.3 ～ 51.2 wt%，MgO量は5.1
～ 6.0 wt%，K2O量は0.57 ～ 0.66 wt%，Zr量は64 ～ 80 ppm，
Y量は17 ～ 22 ppmで，須走口6´降下火砕物よりものK2O
量やZr量が有意に少ない（資料集no. 702の表3；第48図）．
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第51図   須走口馬返6（SU-6）降下火砕物の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．曲線は等

層厚線．破線は，面積を計測した等層厚線領域の給源側境界を示す．

Fig. 51    Distribution of the Subashiriguchi-Umagaeshi 6 (SU-6) Pyroclastic Fall Deposit. Numerals 
are measured thickness of the deposit in centimeters. Curved lines are isopachs. Dashed line 
shows the boundary of the source side of the isopach regions where the area was measured.

噴出地点　須走口登山道の五～八合目を中心とした範囲
から噴出したとみられる（山元ほか，2011）．ただし，そ
の範囲は須走口2溶岩流下に埋没しており，火口地形は
確認できない．
体積　8 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約8×10-3 km3（岩石換算最小体積は約3×10-3 km3 
DRE，最小質量は約8×109 kg）である. なお，この値は
降下火砕物の分布が確実な範囲で等層厚線を断ち切り

（第51図の破線），面積を計測して得られたものである．

5. 23　須走口馬返6́降下火砕物（SU-6́）
地層名　新称．前述のように山元ほか（2011）では本降下
火砕物を須走口馬返6降下火砕物に含めていたが，火山
弾に富む上部ユニットは，化学組成が大きく異なること
から須走口馬返6´降下火砕物として分離する．本降下火
砕物と鷹丸尾溶岩流（Tam）を合わせて，承

じょうへい

平噴出物と呼
ぶ．
模式地　静岡県小山町須走口本五合（Loc. 97）．
層序関係　模式地で，風成層を挟まず須走口馬返6降下
火砕物を直接覆う．また，砂質の風成層を挟んで須走口
7降下火砕物・須走口2溶岩流に覆われる．下位の須走
口馬返6降下火砕物との境界は，粒度の違いとして明瞭
である．
分布と層厚　本降下火砕物は，東山腹や須走口ブル道沿
いで確認できる．模式地では100 cmの層厚を持つ． 分
布主軸は東北東を向く（第52図）．

岩相　模式地では，黒色～赤褐色の牛糞状火山弾からな
り，基質に発泡の良い径6 ～ 8 mmのスコリア火山礫を
持つ．火山弾の最大径は28 cmで，良く発泡し内部が中
空になっている．須走口ブル道の標高2,300 ～ 2,650 mで
は，スパターからなり，一部は溶岩流として二次流動し
ている．この部分は，高田ほか（2016）の地質図で須走口
馬返6火砕丘としたものに相当する．岩質は，単斜輝石
含有かんらん石玄武岩である．
年代　後述するように，本降下火砕物は化学組成から北
東山腹～山麓に分布する鷹丸尾溶岩流に対比される．こ
の溶岩流は，山中湖湖岸や忍野では地表直下にあり降下
火砕物に覆われない（中野ほか，2007）．かつ，忍野GSJ-
FJ-55トレンチ（Loc. 207）で延暦噴火の須走口馬返5降下
火砕物を覆うので，この溶岩流はAD 800–802以降の噴火
産物となる．さらに，上杉（2003）によると，山中湖村北
畠遺跡の和鏡（松鶴鏡；櫛原，1995；第52図のK地点）は
本溶岩流の下位から出土したものである．上杉（2003）は
この文様の和鏡が平安時代後期に多いことから，鷹丸尾
溶岩流を12世紀以降のものであると主張した．この考え
は一般的な和鏡の変遷に従うもので，例えば内川（2003）
によると，唐式鏡から和様化していく過程で9世紀前半
には瑞花双鳥文様をもつ鏡が成立し，12世紀には松鶴
鏡などの和鏡が普遍的なものとなったとされている．ま
た，鏡そのものは見つかっていないが，鶴の意匠をもつ 
鏡を詠んだ9世紀末から10世紀前半の和歌が存在してお
り，この種の和鏡はもっと早い時期から制作されていた
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第52図   須走口馬返6（́SU-6´）降下火砕物と鷹丸尾溶岩流の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．
曲線は等層厚線．破線は，面積を計測した等層厚線領域の給源側境界を示す．溶岩分布は，
高田ほか（2016）を改変．Kは北畠遺跡．地点040604-1は，Kobayashi et al. （2007）が檜丸尾
第2溶岩流（津屋，1968）の上位から神津島天上山テフラを検出した露頭．

Fig. 52    Distribution of the Subashiriguchi-Umagaeshi 6´ (SU-6´) Pyroclastic Fall Deposit and the 
Takamarubi Lava Flow. Numerals are measured thickness of the deposit in centimeters. Curved lines 
are isopachs. Dashed line shows the boundary of the source side of the isopach regions where the 
area was measured. Disrtibution of the lava flow was modified from Takada et al. (2016). K is the 
Kitahata Ruin. Loc. 040604-1 is the outcrop where Kobayashi et al. (2007) found the Kozushima-
Tenjyosan Tephra on the Hinokimarubi 2nd Lava Flow (Tsuya, 1968).

ことは確実である（青木，2005）．それでも，唐伝来の文
化が全盛であった延暦年間に和鏡が制作されたとは考え
られないので，上杉（2003）が指摘したように鷹丸尾溶岩
流を延暦噴火とする対比は出土品からも否定されよう．
「日本記略」ではAD 937の承平噴火について，甲斐国

で神火埋水海としており，小山（1998a）は溶岩流が湖沼
に入ったと解釈している．鷹丸尾溶岩流は，その先端が
湧水池の多い忍野に達しており，承平噴火の記述とは矛
盾しない．小山（1998a）もこの地理条件に合致する承平
噴火の候補として鷹丸尾溶岩流と剣丸尾第1溶岩流を挙
げているが，小山は前者を延暦噴火とみなし，後者が承
平噴火の産物としていた．しかし，層序関係から須走口
馬返6´降下火砕物と鷹丸尾溶岩流は900 cal AD ～ 1,000 
cal ADであり，延暦噴火ではなく，承平噴火の産物と考
えられる．また，剣丸尾第1溶岩流と同時期と考えられ

る不動沢溶岩流の 14C年代は1,000 cal AD頃で，剣丸尾第
1溶岩流はAD 937よりも若いと考えられている（高田ほ
か，2007）．小山（1988a）によるとAD 999，AD 1033，AD 
1083に信頼性の高い噴火記録あるものの，いずれも噴火
地点は確定していない．剣丸尾第1溶岩流は，これら歴
史噴火の産物の1つである可能性は大きい．

一方，鷹丸尾溶岩流と同時期とされる檜丸尾第2溶岩
流（津屋，1968）を覆う土壌からは，神津島天上山テフラ
が検出されている（第 52図の地点040604-1；Kobayashi et 
al., 2007）．ただし，そのテフラは1/8 ～ 1/16 mmに揃え
られた粒子中に約2 %含まれる軽石質火山灰として存在
し（残りの大半はスコリア質火山灰や結晶片），一次的に
堆積した降下堆積物層として産出するわけではない．こ
の様な本テフラの産状は，富士山周辺では普通である（山
元ほか，2020a）．そのため，Kobayashi et al. （2007）や山
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元ほか（2011）が他地点で示したように，神津島天上山テ
フラはしばしば再堆積して複数層準の土壌から出現する
ので，その降下層準を確定させるためには，溶岩流を挟
んだ上下の連続露頭から試料を採取する必要がある．さ
らに．問題はKobayashi et al. （2007）の地点040604-1の溶
岩流が鷹丸尾溶岩流に対比されるのか否かで，国土交通
省中部地方整備局富士砂防事務所作成の赤色立体地図

（例えば千葉ほか，2007など）では，鷹丸尾溶岩流の範囲
外にあるように判読できる（第52図）．以上のことから
須走口馬返6´降下火砕物と鷹丸尾溶岩流は900 cal AD ～
1,000 cal ADであり，延暦噴火ではなく，承平噴火の産
物と考えられる．
化学組成と対比　本降下火砕物火山弾・スパター（020802-
23，090914-5，090917-3，KF11）のSiO2 量 は49.9 ～ 51.2 
wt%，MgO量は5.3 ～ 5.6 wt%，K2O量は0.79 ～ 0.80 wt%，
Zr量は101 ～ 103 ppm，Y量は29 ～ 31 ppmである（資料
集no. 702の表3・4）．須走口6降下火砕物スコリアより
も同じSiO2 量でK2O量やZr量が明らかに多く，異なるマ
グマに由来する．このような組成の特徴は須走馬返降下
火砕物群で唯一である．本降下火砕物は，須走口馬返5
降下火砕物−須走口2溶岩流間の層序的に同じ位置にあ
る鷹丸尾溶岩流の組成と良く類似しており（第48図），両
者は対比可能である． 
噴出地点　須走口ブル道沿いのスパター丘は，噴出地点
の1つである（第52図）．また，対比される鷹丸尾溶岩流
は須走口登山道沿いの六合目よりも上部の斜面斜面から
流下しているので，複数の火口が存在したことは確実で
ある．
体積　8 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約5×10-3 km3（岩石換算最小体積は約2×10-3 km3 
DRE，最小質量は約5×109 kg）である．なお，この値は
降下火砕物の分布が確実な範囲で等層厚線を断ち切り

（第52図の破線），面積を計測して得られたものである．
また，鷹丸尾溶岩流の体積は，その平均層厚を5 mとし
て約5×10-2 km3 DREと見積もられる．

5. 24　須走口馬返7降下火砕物（SU-7）
地層名　山元ほか（2011）の須走口馬返7降下火砕物に
よる．本降下火砕物と須走口2溶岩流を合わせて，須
走口2噴出物（Sub2）と呼ばれている（高田ほか，2016）．
Kobayashi et al. （2007）が，山中林道（Loc. 149）でS-24-7，
須走五合目（Loc. 101）でS-24-9，大日堂（Loc. 124）でS-24-
10としたものは，全て本堆積物である（第1表）．また，
小山（1998b）の須走口スコリアa（Sb-a）も本降下火砕物
と同じものである．
模式地　静岡県小山町須走口馬返（Loc. 127；第8図）．
層序関係 模式地で，砂質の風成層を挟んで須走口馬返6
降下火砕物の上位8 cmの位置にある（第8図）．また，暗
黒色の土壌を挟んで宝永降下火砕物の下位12 cmの位置

にある．須走口八合目の南斜面では，本降下火砕物スパ
ターが二次流動して下流の須走口2溶岩流へと側方変化
する（山元ほか，2011）． 
分布と層厚　本降下火砕物は，東山腹の模式地や須走口
登山道沿いで確認できる．模式地では11 cm，須走口本
五合目（Loc. 104）では21 cmの層厚を持つ．分布主軸は東
北東を向く（第53図）． 
岩相　模式地では，暗褐色で発泡したスコリア亜角礫の
火山礫からなり，赤褐色スコリア・石質岩片をまばらに
含む．淘汰が良く，基質に火山灰を欠く．スコリアの平
均最大径は5.1 cmで，径2 mm前後の斜長石斑晶が目立つ．
大型のスコリアにはやや発泡の悪い皮殻を持つものもあ
るが，その内部は良く発泡している．
年代　本降下火砕物と同じ層準にある須走口2溶岩流の
炭化木片（03110202c，051128c-1）の 14C年代は1,030±40 
yBPと1,000±40 yBPで，その暦年代は1,000 cal AD頃で
ある（高田ほか，2007）．
化学組成と対比　本降下火砕物スコリア（FA01，FA13）
のSiO2 量 は51.2 ～ 51.5 wt%，MgO量 は4.8 ～ 5.3 wt%，
K2O量は0.68 wt%，Zr量は76 ppm，Y量は20 ppmである

（資料集no. 702の表3）．また，須走口2溶岩流（020801-
1-3，020802-24，020803-21）のSiO2 量は50.7 ～ 50.8 wt%，
MgO量は4.7 ～ 4.9 wt%，K2O量は0.68 ～ 0.74 wt%，Zr量
は78 ～ 80 ppm，Y量は21 ～ 23 ppmで（資料集no. 702の
表3・4），良く類似する（第48図）．
噴出地点　須走口登山道の六～八合目から噴出したとみ
られる（第53図；山元ほか，2011）．登山道沿いには薄い
フローユニットが重なったマウンド状の溶岩微地形が連
なっており，その下に噴出源が伏在しているものとみら
れる．
体積　16 cm等層厚線を用いた降下火砕堆積物の最小体
積は約7×10-3 km3（岩石換算最小体積は約3×10-3 km3 
DRE，最小質量は約7×109 kg）である．なお，この値は
降下火砕物の分布が確実な範囲で等層厚線を断ち切り

（第53図の破線），面積を計測して得られたものである．
また，須走口2溶岩流の体積は，その平均層厚を3 mと
して約1×10-2 km3 DREと見積もられている（山元ほか，
2011）．

６.　降下火砕物体積の時間変化

今回明らかにした1,500 cal BC以降の降下火砕物マグ
マ体積の時間変化を見ると，須走-c期と須走-d期で大き
な違いが認められる（第54図）．すなわち，須走-c期には
最小体積が1×10-1 km3 DRE前後の火砕噴火が頻発した
のに対して，宝永噴火を除く須走-d期では最小体積が2
×10-2 km3 DRE前後の火砕噴火が最大と，両期の火砕噴
火規模が桁で異なっている．これは，須走-c期を山頂及
び山腹での爆発的噴火が卓越した時期，須走-d期を山腹
での溶岩流出が卓越した時期とした高田ほか（2016）の時
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第 53 図 175 

 176 

  177 第53図   須走口馬返7（SU-7）降下火砕物と須走口2溶岩流の分布．数字は堆積物の層厚（単位はcm）．
曲線は等層厚線．太線は割れ目火口．破線は，面積を計測した等層厚線領域の給源側境界を
示す．山元ほか（2011）を改変． 

Fig. 53    Distribution of the Subashiriguchi-Umagaeshi 7 (SU-7) Pyroclastic Fall Deposit and the 
Subashiriguchi 2 Lava Flow. Numerals are measured thickness of the deposit in centimeters. Curved 
lines are isopachs, and a solid line is a fissure vent. Dashed line shows the boundary of the source side 
of the isopach regions where the area was measured. Modified from Yamamoto et al. (2011).

第54図   新期富士火山降下火砕物の最小体積時間変化．最小体積はLegros （2000）の手法による．詳細は資
料集no. 702の表2を参照のこと．

Fig. 54    Temporal variation of minimum volumes for the younger Fuji pyroclastic falls deposits. The minimum 
volumes are measured by the method of Legros (2000). See Table 2 in the GSJ Open-file Report, no.702 for 
details.
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代区分を定量化したものに他ならない．ただし，溶岩の
噴出量も入れると， 1,500 cal BC以降で最大規模の貞

じょうがん

観噴
火（AD 864–866；1.3±0.2 km3 DRE；荒井ほか，2003；
千葉ほか，2007）を含む須走-d期の方が須走-c期よりも噴
出マグマ体積の総量が大きくなる．また，現火山錐を形
成した3,600 cal BC ～ 1,500 cal BCの須走-b期の方が，須
走-c期よりも溶岩流を含めた平均マグマ噴出率が高かっ
た（宮地，2007）．

爆発的噴火が卓越した須走-c期ではあったものの，
個々の噴火（S-10，大沢，大室山，S-13，S-18，S-22降下
火砕物）の規模は，最小体積で比較して宝永噴火の1/4程
度でしかない．宝永噴火による降下火砕物の規模は，過
去8千年間の須走期において最大であり，それまでの富
士山の活動履歴の中では突出している．しかも，宝永噴
火はAD 1,200以降の噴火頻度が極端に下がった時期に唐
突に発生し，その後も300年以上，噴火活動を停止して
いる．高田ほか（2016）が示したように，須走期の富士火
山は千から数千年間継続する活動期が設定でき，活動期
内においては類似した噴火活動が繰り返されている．そ
の一方で，活動期が変わると卓越する噴火様式も変化し，
しかも，その変化に特定の傾向は認め難い．宝永噴火は
その前の須走-d期の活動としては特異なものであり，活
動様式の変遷を踏まえると，富士火山の活動期は既に新
たなステージへと移行している可能性が高く，次の噴火
の様式を想定することは非常に困難な時期にあると言え
よう．噴火履歴の詳細化が，かえって噴火様式予測の不
確実性を炙り出す結果となっているが，この点を理解し
た上での対応が，今後の富士山の防災計画にも求められる．

７.　まとめ

本報告では，1,500 cal BC以降の新期富士降下火砕物の
再記載を行い，各堆積物の層厚分布から最小マグマ体積
を見積もった．また，代表的露頭から採取した噴出物の
全岩化学組成分析を行い，その特徴から降下火砕物の対
比を行っている．1,500 cal BCから300 cal BCには，従来
から存在が知られていたS-10 ～ S-22降下火砕物が山頂・
山腹から噴出した．このうち，S-10，大沢，大室山，S-13，
S-18，S-22降下火砕物の規模が大きく，見積もられた最
小体積は1×10-1 km3 DRE前後である． 300 cal BC頃は山
腹割れ目噴火が卓越し，宝永降下火砕物を除いて，山麓
で広範囲に連続する大規模な降下火砕物は堆積していな
い．そのため，山元ほか（2011）が東山腹のものに須走口
馬返降下火砕物群と定義したように，北東山腹のものに
は吉田口降下火砕物群，南東山腹のものには御殿場口降
下火砕物群として，地域毎に下位から順に数字を付け新
称した．このうち，高田ほか（2016）の噴出物層序から大
きく修正したものは，須走口馬返6´降下火砕物で，全岩
化学組成の特徴と層序関係からこれを鷹丸尾溶岩流に対
比し，両者をAD 937の承平噴火の産物と考えた．

謝辞：故宮地直道博士には，太郎坊の降下火砕物対比に
ついて御確認頂いた．また，東富士演習場及び北富士演
習場内の野外調査では，防衛省関連部署から様々な便宜
を図って頂いた．新東名高速道路工事現場の調査時には，
中日本高速道路株式会社沼津工事事務所の丸山大輔工事
長に便宜を図って頂いた．富士火山全体の赤色立体地図
は，国土交通省中部地方整備局富士砂防事務所のご好意
で閲覧させて頂いた．匿名査読者と編集担当からの指摘
は，原稿改善に有益であった．以上，厚く御礼申し上げ
ます．
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